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議事日程 令和３年３月９日 午前９時開会 

 日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 日程第２ 付託議案の審査について 

      議案第 １号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第９号）

について（所管部分） 

      議案第 ５号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計補正予算

（第１号）について 

      議案第 ６号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計

補正予算（第２号）について 

      議案第 ７号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補

正予算（第２号）について 

      議案第 ８号 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第

２号）について 

      議案第 ９号 木曽岬町犯罪被害者等支援条例の制定について 

      議案第１０号 木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税

免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

      議案第１５号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算について（所

管部分） 

      議案第１９号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算につ

いて 

      議案第２０号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計

予算について 

      議案第２１号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計予

算について 

      議案第２２号 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算について 

      議案第２３号 木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条例の

制定について 

本日の会議に付した事件 

 議事日程と同じ 

出席委員（６名） 

    委員長  三 輪 一 雅 君     副委員長  加 藤 眞 人 君 

         古 村   護 君          鎌 田 鷹 介 君 

         伊 藤   守 君          服 部 芙二夫 君 

欠席委員（０名） 

議場出席説明者 
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 町     長 加 藤   隆 君   副  町  長 森   清 秀 君 

 会 計 管 理 者        山 田 克 己 君   総務政策課長        小 島 裕 紹 君 

 総務政策副参事        中 山 重 徳 君   住 民 課 長 伊 藤 正 典 君 

 建 設 課 長 内 山 幸 治 君   産 業 課 長 多 賀 達 人 君 

 税 務 課 長 藤 井 光 利 君   危機管理課長        伊 藤 雅 人 君 

 総務政策課長補佐 武 田 みゆき 君   産業課長補佐        村 上   強 君 

 危機管理課長補佐 中 里 満 博 君 

事務局出席職員 

 書 記  事務局長  平 松 孝 浩   議会事務局  渡 辺 千 智 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

                            午前 ９時 ０分開会   

○委員長（三輪一雅君） 皆様、おはようございます。 

 本日は、総務建設常任委員会を招集させていただきましたところ、委員の皆様には、何

かと御多用の中、御出席を賜りありがとうございます。また、加藤町長をはじめ執行部の

皆様にも御出席いただき、ありがとうございます。 

 本日の総務建設常任委員会は、令和３年第１回定例会で付託されました１３議案を審査

する重要な委員会でございます。議案審査には慎重審査をいただきますとともに、委員会

運営に当たりまして、皆様の御協力のほどをよろしくお願い申し上げます。 

 本日の委員会の出席委員数は６名です。よって、委員会条例第１４条の規定により、定

足数に達しておりますので、総務建設常任委員会を開会いたします。 

 次に、本日の書記の指名を行います。 

 委員会条例第２７条の規定により書記には平松議会事務局長を指名したいと思いますが、

これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、書記には平松議会事務局長を指

名いたします。 

 それでは、これより議事に入ります。 

 本日の議事日程は既にお手元に配付させていただきましたとおりでございます。 

日程第１ 会議録署名委員の指名について 

○委員長（三輪一雅君） 日程第１、会議録署名委員の指名についてを行います。 

 本日の会議録署名委員は、伊藤守委員、服部芙二夫委員の御両名を指名したいと思いま

すが、これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、伊藤守委員、服部芙二夫委員の

御両名の方、よろしくお願いいたします。 
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 本日の議案審査に入ります。 

 初めに、加藤町長より議案議事日程の説明を求めます。 

○町長（加藤 隆君） 改めて、皆さん、おはようございます。 

 新型コロナウイルスの感染問題、首都圏を除いて順次、警戒宣言や共々解除されてまい

りましたが、それぞれ三重県においても、県が県民に求めておる内容は一向に変わってお

りません。引き続き、十分な注意をしながら、健康管理に気をつけていかないかんなと改

めて思わせていただいております。 

 本日、木曽岬町議会の総務建設常任委員会、招集をいただきましたところ、全委員さん

には早朝から御出席をいただき、誠にありがとうございます。今期定例会、令和３年の第

１回の木曽岬町議会定例会、去る３月１日に招集させていただき、今期定例会には２６議

案を提出させていただきました。初日にそのうち３議案につきましては御承認をいただき、

あと２３議案につきましては、教育民生常任委員会と本日の総務建設常任委員会、それぞ

れに委員会付託をいただきました。本日の総務建設常任委員会に付託をいただきました案

件につきましては、お手元の議事日程にございますように、議案第１号につきましては令

和２年度の町一般会計補正予算の所管部分、それから、議案第５号につきましては同じく

土地取得特別会計、第６号につきましては同じく農業集落排水事業特別会計、第７号につ

きましては公共下水道事業特別会計、第８号につきましては水道事業会計、それぞれの令

和２年度の補正予算の案件５議案でございます。続いて、議案第９号につきましては犯罪

被害者等支援条例、第１０号につきましては固定資産税の課税免除に関する条例、それぞ

れの条例の改正についての案件２議案でございます。それから、議案第１５号につきまし

ては令和３年度の町一般会計予算の所管部分、それから、議案第１９号につきましては同

じく土地取得特別会計、それから、第２０号につきましては同じく農業集落排水事業特別

会計、議案第２１号につきましては同じく公共下水道事業特別会計、第２２号につきまし

ては同じく町の水道事業会計、それぞれの令和３年度の予算案件５議案でございます。そ

れに続いて、議案第２３号につきましては夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条

例の制定についてということで、以上、本総務建設常任委員会には１３議案を付託いただ

き、それぞれの議案いずれも重要な案件ばかりでございます。後ほどそれぞれの所管担当

課のほうから詳細に説明させていただきますので、十分な御審議を尽くしていただきます

ようにお願い申し上げ、御挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） ありがとうございました。 

 加藤町長の議事日程の説明が終わりました。 

 それでは、お手元の日程に従い、会議を進めさせていただきます。 

日程第２ 付託議案の審査について 

○委員長（三輪一雅君） 日程第２、付託議案の審査についてを議題といたします。 

 本委員会に付託されました議案は、議案第１号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般
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会計補正予算（第９号）について（所管部分）、議案第５号、令和２年度三重県桑名郡木

曽岬町土地取得特別会計補正予算（第１号）について、議案第６号、令和２年度三重県桑

名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）について、議案第７号、令和

２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、議案

第８号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第２号）について、議

案第９号、木曽岬町犯罪被害者等支援条例の制定について、議案第１０号、木曽岬町地域

経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の

制定について、議案第１５号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算について（所

管部分）、議案第１９号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算につい

て、議案第２０号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計予算につ

いて、議案第２１号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計予算につ

いて、議案第２２号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算について、議案

第２３号、木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条例の制定についての１

３議案であります。 

 ここでお諮りいたします。 

 付託議案の審査につきましては、先に１件ごとに全議案を審査することとし、その後、

討論、採決についても１件ごとに行いたいと思いますが、これに御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認め、そのように進めさせていただきます。 

 それでは、付託議案の審議に入ります。 

 初めに、議案第１号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第９号）に

ついての所管分を議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） それでは、補正予算書の１ページをお願いいたします。 

 議案第１号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第９号）でございま

す。 

 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町の一般会計補正予算（第９号）につきましては、次に

定めるところによるというものでございます。 

 第１条第１項では、既決予算額から歳入歳出それぞれ１億８００万円を減額いたしまし

て、予算の総額を４１億８，０００万円とするものでございます。 

 第２項では、補正の款項の区分及び区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額

を、第１表、歳入歳出予算補正に定めることを規定するものでございます。 

 第２条は、繰越明許費の変更を、第２表、繰越明許費補正に定めることを規定し、続く

第３条では、債務負担行為の変更を、第３表、債務負担行為補正に定めるというものでご

ざいます。また、第４条では、地方債の変更を第４表の地方債補正に定めるというもので
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ございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

 この補正予算の区分ごとの金額につきましては、歳入では、１款の町税から２１款町債

までの１２の款とこれらに付随する２２の項において、また、次ページにわたりますが、

歳出では、１款議会費から１１款予備費までの１１の款と附属する２７の項におきまして、

それぞれ所要の補正をお願いするもので、その総額は、既決予算額から１億８００万円を

減額いたしまして、補正後の予算額を４１億８，０００万円とするものでございます。 

 ６ページをお願いいたします。 

 第２表の繰越明許費でございます。 

 事業費を次年度に繰り越して実施しようとする予算でございまして、２款総務費の社会

保障・税番号制度システム整備の６９９万４，０００円から７款の土木費町道道路改良事

業の３，０００万円まで、記載の８事業を次年度に繰り越すというものでございます。 

 次ページをお願いいたします。 

 第３表、債務負担行為の補正でございます。 

 債務負担行為は、契約などで発生します将来にわたっての法的債務の履行に対しまして、

一定期間一定限度の支出負担枠を設定するものでございます。このたび追加する事項は、

町立学校用タブレット端末に係る学習支援ソフトライセンス使用料とタブレット端末の管

理及び保守料の２件でございまして、それぞれの期間、限度額は、記載のとおりでござい

ます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 第４表、地方債補正でございます。 

 臨時財政対策債の借入限度額を交付額の確定によりまして、９，０００万円から６，２

５０万円に、また、一般単独事業債では、土木費で計上されておりました町道の舗装修繕

工事と災害対策費で計上されております防災行政無線移動系整備工事の事業費が確定した

ことに伴いまして、４，４９０万円から３，７９０万円にそれぞれ変更するものでござい

ます。 

 続く、防災・減災・国土強靱化緊急対策事業債では、湛水防除事業の事業費の増加に伴

いまして、新たに１，６５０万円を借り入れ、末尾、減収補塡債は、新型コロナウイルス

感染症の影響によりまして、税収の大幅な減収に対する補塡財源といたしまして、新たに

１，０８０万円を借り入れるものでございます。それぞれの起債の方法、利率、償還の方

法につきましては、記載のとおりでございます。 

 次に、補正予算に関する説明書によりまして、予算の内容について説明を申し上げます。 

 ９ページの総括の説明は割愛をさせていただきまして、１０ページから、各所管課長よ

り説明をさせていただきます。 
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○税務課長（藤井光利君） それでは、１０ページを御覧ください。 

 １款１項２目法人については、予算額５，４０５万円に１，２４０万円を増額し、６，

６４５万円とするものです。この主な要因にいたしましては、現年課税分の法人税割にお

いて、今年度の徴収実績に基づき、収入の増を見込むものであります。 

 続きまして、４項１目市町村たばこ税については、予算額２，９５０万円を１１０万円

減額し、２，８４０万円とするものです。この主な要因は、たばこの売上げが当初の推計

値より減少する見込みとなったことによる精査であります。 

 続きまして、６項１目入湯税については、予算額３９万円を１４６万円増額し、１８５

万円とするものです。この主な要因は、今年度上半期の徴収実績に基づく見込みによる精

査でございます。 

 続きまして、９款１項１目地方特例交付金については、予算額４７０万円に１４３万１，

０００円を増額し、６１３万１，０００円とするものです。この主な要因は、交付金決算

見込額の増による精査であります。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） １１款１項１目交通安全特別交付金におきましては、既決予

算額から１０万円減額し、補正後６５万円とするものでございます。交通反則金を原資に

地方公共団体へ交付されるもので、年２回交付されるものでございます。なお、９月には

４０万８，０００円交付されておりますが、例年３月については、さらに減額されるとい

うことで、補正予算をしているものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １５ページまで飛んでいただきたいと思います。 

 ６目の総務使用料です。４５１万１，０００円を減額いたしまして、１，３８０万２，

０００円とするものでございます。このうちの庁舎使用料でございますが、１万１，００

０円を減額するものでございます。ふるさと創生ホールの使用実績に合わせて減額をする

ものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 自主運行バス使用料では、本年１月末時点までの運行収

入実績から４５０万円を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） １３款使用料及び手数料、２項４目農林水産業手数料９，０

００円を減額し、５，０００円とするものでございます。農業従事者証明等の証明手数料

を精査し、減額するものでございます。 

 以上です。 

○建設課長（内山幸治君） ページ、おめくりいただきまして、１６ページでございます。 

 １４款２項５目土木費国庫補助金、１，９８２万５，０００円追加し、補正後６，２３
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７万２，０００円とするものでございます。補正額の内訳につきましては、道路事業で２，

０３５万円を追加し、一方で、木造住宅関連において５２万５，０００円減額するもので

ございます。各事業の内訳につきましては、道路事業などにおきましては、鍋田川線舗装

修繕事業におきまして３８５万円、加路戸新加路戸線舗装修繕事業におきまして１５０万

円、西対海地・和泉線道路改良事業におきまして１，５００万円追加するものでございま

す。補助率は全て２分の１でございます。 

 次に、木造住宅関連についてでございますが、耐震診断件数が１件減額になったことに

より２万５，０００円減とするもの、耐震補強工事につきまして皆減とし、５０万円減額

するものでございます。 

 説明は以上です。 

○住民課長（伊藤正典君） ７目総務費国庫補助金では、２７８万円増額するものでござ

います。住民課所管では、個人番号カード交付補助金において、事務費の確定見込みによ

り増額するものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 次の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金

は、１９９万円を追加計上するものでございます。臨時交付金の追加分が確定したことに

よりまして減額するもので、これまでの合計金額は１億６，４４９万８，０００円となり

ます。なお、今回の増額分とは別に、国の第３次補正予算成立に伴いまして、５，４００

万円余の追加交付がされることが決定をしております。しかしながら、これに関しまして

は、国のほうで本省繰越分として取り扱われることという方針が示されましたので、６月

補正のほうに計上することになります。 

 続く、マイナポイント事業費補助金は、１１４万円を減額するものでございます。マイ

ナポイントを利用する際に必要な設定作業等の整備に要する費用に充当するための補助金

でございまして、事業費の精算見込みが立ったことにより、減額をしようとするものでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ３項２目総務費委託金では、５万８，０００円増額するもの

でございます。中長期在留者居住地届出等事務の確定によるものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページ、おめくりいただき、１８、１９ページをお願いしま

す。 

 １５款県支出金、２項３目農林水産業費県補助金、１９１万円を減額し、５，７５８万

１，０００円とするものです。農業総務費補助金は、農業委員会運営に係る交付金の追加

割当て内示による増額、次ページの農業振興費補助金の中間管理機構を利用した場合の農

地中間管理事業費補助金、土地改良事業費補助金の県営湛水防除事業の事業化に向け作成
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する事業計画策定に要する経費に対する基幹土地改良施設防災機能拡充保全事業費補助金

では、本年度補助額の確定に伴い減額し、農地の維持や資源の向上、長寿命化等、地域の

共同活動や地域資源の適切な保全管理の推進に対する多面的機能支払事業交付金は、本年

度補助額の確定に伴い、増額するものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ４目の土木費県補助金では、５５万円を減額いたしまし

て、２万５，０００円とするものでございます。このうちの土地取引規制等対策費補助金

では、２，０００円を計上するものでございます。国土利用計画法に定める土地取引の規

制に関しまして、市町が行うとされている経由事務に対して新たに支払われる交付金でご

ざいます。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） ２節木造住宅耐震診断事業費補助金におきましては、１万２，

０００円減するものでございます。これは耐震診断が３件から２件、１件減となったこと

によるものでございます。県補助金４分の１でございます。３節、５節につきましては、

お申込者がなかったということで、皆減するものでございます。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） ３項１目総務費委託金につきましては、１０４万８，０００

円を増額し、１，４９９万２，０００円とするものです。税務課所管といたしましては、

２節徴税費委託金において１０４万１，０００円を増額するもので、主な要因は、交付金

決算見込みの増による精査であります。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 統計調査費委託金では、指定統計調査に対する交付金の

追加により、７，０００円を増額するものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １６款財産収入、１項２目利子及び配当金では、１３２

万円を追加計上いたしまして、８３２万４，０００円とするものでございます。説明欄記

載の各種基金の利息額の精査によりまして、増額となるものでございます。 

 ページ、めくっていただきまして、１８款繰入金、２項２目財政調整基金繰入金では、

１億５００万円を減額いたしまして、４億８，４５０万円とするものでございます。各種

補助金、交付金等が追加交付されたことにより財源の確保を図ることができたことから、

財政調整基金からの繰入れを戻すものでございます。 

 １つ飛ばしまして、１８款２項１２目ふるさと応援寄附金基金繰入金では、３，０００

万円を減額いたしまして、１億１，０００万円とするものでございます。社会福祉施設改

修工事の事業費の精算見込みが立ったことにより、減額をするものでございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２０款１項１目延滞金については、８０万円を減額し、１６
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０万円とするものです。主な要因は、決算見込額の減による精査であります。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ２０款３項１目農林水産業費受託事業収入、６万円を減額し、

１１７万３，０００円とするものでございます。農業者年金受託収入、農地中間管理事業

受託収入は、事業費の確定により、既決予算額を減額するものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２目総務費受託事業収入では、９０万円を減額いたしま

して、１，１１０万円とするものでございます。木曽岬干拓地の排水機の運転業務及び維

持管理業務の精算見込みにより、減額をするものでございます。 

○建設課長（内山幸治君） ３目土木受託事業収入では、８２万６，０００円減額し、補

正後５８８万円とするものでございます。国土交通省から受託している木曽川河川堤防の

除草等に係る費用で、業務完了に伴う精算をするものでございます。 

 以上です。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ２０款諸収入、４項５目雑入では、８８万８，０００円

を増額し、２，０１７万１，０００円とするものでございます。団体支出金では、消防団

員退職報償金において、退職消防団員の確定により１４９万８，０００円を減額するもの

でございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １つ飛びまして、雑入でございます。地図要覧売払い代

は、精査によりまして８，０００円の減額、続きまして、三重県市町振興協会市町村交付

金では、交付金額の確定に伴いまして、８０万１，０００円を増額するものでございます。 

○産業課長（多賀達人君） 産業課所管分では、上から３項目めの雑収入のうち、木祖村

源流夏祭りウナギ等売上金２０万８，０００円を、木祖村源流夏祭りが新型コロナウイル

スの感染拡大している状況を鑑み中止されたことから、減額するものでございます。説明

欄最下段のふれあい農園利用料は、ふれあい農園の利用料を精査し、減額するものでござ

います。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２１款町債、１項３目総務債では、２，３７０万円を減

額いたしまして、１億６２０万円とするものでございます。臨時財政対策債では、起債発

行可能額の確定によりまして、２，７５０万円を減額し、次のページの一般単独事業債で

は、土木費で計上されております町道の舗装修繕工事と災害対策債で計上されております

防災行政無線移動系の整備工事の事業費が確定したことに伴いまして、７００万円を減額

するものでございます。 

 続く、減収補塡債は、新型コロナウイルス感染症の影響によりまして、税収等の大幅な

減収に対する補塡財源といたしまして、特例で発行可能となったもので、１，０８０万円
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を追加計上するものでございます。 

 ５目の農林水産業債では、１，６５０万円を追加計上いたしまして、６，１５０万円と

するものでございます。湛水防除事業木曽岬２期地区の事業費追加に伴いまして、追加計

上するものでございます。 

 歳入の補正は以上でございます。 

 続きまして、歳出でございます。 

 ２８、２９ページの総括を割愛させていただきまして、３０ページから説明させていた

だきます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） それでは、３０、３１ページをお願いいたします。 

 １款議会費、１項１目議会費におきましては、３０３万３，０００円を減額し、５，４

４０万６，０００円とするものでございます。年度末を控え、議員報酬、職員の人件費の

精査による減額、また、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、予定しておりました

事業が中止や欠席をしたことにより、旅費や負担金、補助及び交付金など、実績額に基づ

き減額補正しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２款総務費、１項１目一般管理費では、４６０万５，０

００円を減額いたしまして、２億３，１５７万８，０００円とするものでございます。報

酬では、予定しておりました委員会が未開催であったことに伴い減額とし、続きます給料

から次ページの共済費までは、職員の所属替えや見込額の確定によりまして、人件費を減

額しているものでございます。報償費では、ふるさときそさき応援寄附金の返礼品の不足

額２００万円を追加計上、続く、旅費では、コロナの影響によりまして、予定しておりま

した要望活動などが著しく減少したことに伴いまして、４００万円を減額するものでござ

います。委託料では、職員採用の２次募集に伴う試験問題の採点などを業者に委託するた

めの費用１９万１，０００円を追加し、続く、使用料及び賃借料では、１０月から利用を

始めました時事行政情報サービスｉＪＡＭＰの利用料２３万１，０００円を追加計上する

ものでございます。 

 以上でございます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） ２目文書広報費におきましては、１５万４，０００円を

減額し、３５５万９，０００円といたしております。町広報紙の印刷経費につきまして、

実績と今後の必要経費を見込み、減額補正をしたものでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ５目の財産管理費では、３２５万円を減額いたしまして、

１億４，５０８万円とするものでございます。需用費では、庁舎管理の燃料費、光熱水費

の予算精査を行いまして、２３０万円を減額、続きます委託料では、庁舎の清掃業務委託

費等の請負差金として１００万円を、また、工事請負費では、庁舎の修繕実績に合わせま
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して、１００万円をそれぞれ減額をしております。 

 ページをおめくりいただきまして、積立金では、説明欄記載の基金積立金におきまして、

利息額を精査したことにより増額とし、繰出金では、土地取得特別会計の繰出金が一部不

用となったことに伴いまして、２７万円を減額するものでございます。 

 ６目の企画費では、１００万３，０００円を減額いたしまして、１，１５２万５，００

０円とするものでございます。報酬では、予定しておりました委員会が未開催であったこ

とに伴いまして減額とし、続く、負担金、補助及び交付金では、桑名・員弁広域連合分担

金の確定及び地域まちづくり推進事業費補助金の見込額により、記載の額を減額するもの

でございます。 

 ７目の木曽岬干拓事業推進費では、９０万円を減額いたしまして、１，１９９万１，０

００円とするものでございます。木曽岬干拓地排水機の運転業務及び維持管理業務の精算

見込みにより、委託料によって９０万円を減額するものでございます。 

 １０目の諸費では、３６万２，０００円を減額いたしまして、３８７万６，０００円と

するものでございます。報償費では、行政調査員への報酬実績の確定により、また、旅費

では、コロナウイルス感染防止のため区長会研修会を中止したことにより、それぞれ不用

額を減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） １２目高度情報処理対策費では、６７３万６，０００円

を減額するもので、主なものとしましては、基幹系電算システムを１２月に更新したこと

に伴う精算見込みによるものでございます。その他につきましては、説明欄記載のとおり

でございます。 

 １３目交通安全対策費では、３２万１，０００円を減額するもので、交通安全協会によ

る街頭指導に係る費用の精算見込みによるものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１４目自主運行バス運行事業費では、３４万８，０

００円を減額するもので、報酬、役務費、委託料、使用料及び賃借料、それぞれの科目に

おいて精査を行い、また、歳入の減額補正に伴い、財源内訳を変更するものでございます。 

 １６目防犯対策費では、６９万６，０００円を減額するものでございます。安全灯に係

る修繕料、工事請負費の精算見込みに伴うものでございます。 

 １８目地域ＢＷＡ事業費につきましては、三重県市町村互助会の公益事業助成金を災害

対策費へ振り替えたことに伴い、財源内訳の変更を行うものでございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２項１目税務総務費につきましては、７０万８，０００円を

減額するもので、職員の人件費に係るものであります。 

 続きまして、２項賦課徴収費につきましては、予算額を２４２万４，０００円減額し、

２億１，３６１万４，０００円とするもので、１２節委託料において、地番図・家屋図修
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正及び画地計測修正業務などの請負差額による精査を、それから、めくっていただきまし

て、３８ページです。１８節負担金、補助及び交付金について、県内市町の共同発注によ

る空中撮影事業費の負担金の精査を行うものであります。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ３項１目戸籍住民基本台帳費では、６６万４，０００円減額

するものでございます。マイナポイントの事務に要する派遣委託料の精査により、減額す

るものでございます。また、財源内訳を、個人番号カード交付補助金、マイナポイント事

業費補助金の確定見込みにより、それぞれ精査するものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ５項統計調査費、２目指定統計調査費では、７，０００

円増額するものでございます。経済センサス活動調査事業に対する追加交付金が確定した

ことによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） ページ、４０、４１ページをお願いいたします。 

 ６項１目監査委員費におきましては、４万６，０００円の減額といたしております。年

度末を控え、監査委員研修等に係る旅費を実績により、減額補正とさせていただいており

ます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページをおめくりいただき、５８、５９ページをお願いしま

す。 

 ５款農林水産業費、１項１目農業委員会費、１２万４，０００円を減額し、３０６万２，

０００円とするものでございます。報酬では、農業委員、農地利用最適化推進委員の委員

報酬の精査を行い、また、旅費と負担金、補助及び交付金は、新型コロナウイルスの感染

拡大している状況を鑑み、北勢農業委員会協議会の研修会等が中止されたことから、この

研修会の関連予算を減額するものでございます。 

 ２目農業総務費、３１６万円を減額し、４，０４２万円とするものでございます。給料

から共済費は、人件費の関連予算を精査し、減額したものでございます。また、旅費につ

きましても精査し、減額するものでございます。 

 ３目農業振興費、１７０万円を減額し、７０７万４，０００円とするものでございます。

説明欄の最下段、農地中間管理事業補助金でございますが、農家組合長会議などで説明会

を開催し推進しておりましたが、当該事業を利用される方が本年度はございませんでした

ので、減額したものでございます。その他は説明欄記載のとおりで、補助金等の精査によ

り減額するものでございます。 

 ４目需給調整推進対策事業費、２９１万７，０００円を減額し、８５８万５，０００円

とするものでございます。需給調整対策補助金は、町単独事業として実施している小麦や
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加工用米等の転作による助成金の精算、また、農地集積・集約化支援補助金は、主に農地

中間管理事業を利用し農地を預けた方で、国の補助事業の対象外となる方を町単独事業で

支援するものですが、本年度は利用者がございませんでしたので、減額したものでござい

ます。 

 ページ、おめくりいただき、６０、６１ページの６目地域農政推進対策事業費は、５万

円を減額し、１８万３，０００円とするものでございます。農業教育支援活動委託料は、

中学校２年生を対象に、トマト、水稲、観葉、選果場で実施しています教育支援ですが、

緊急事態宣言による休校に伴い、授業時間が減となり、年８回の実施が４回へ縮小された

ことから、減額するものでございます。 

 以上です。 

○建設課長（内山幸治君） ７目農業集落排水事業費、７０３万３，０００円減額し、補

正後３，５４２万３，０００円とするものでございます。農業集落排水事業特別会計の補

塡財源で、事業費を精査により減額補正するものでございます。 

 以上です。 

○産業課長（多賀達人君） ８目産業文化祭費は、ふれあい広場は新型コロナウイルスの

感染拡大している状況を鑑み、実行委員会において中止させていただくことが決定された

ことから、その全額を減額するものでございます。 

 ２項農地費、１目農地総務費、１７万円を減額し、１，４６３万６，０００円とするも

のでございます。職員の人件費の関連予算を精査し、減額したものでございます。 

 ２目土地改良費、１０４万６，０００円を減額し、２，９４２万７，０００円とするも

のでございます。地籍調査事業委託料では、地籍調査事業並びに認証事務それぞれの委託

料を精査し、減額するものでございます。また、報償費では、地籍調査事業推進委員の委

員報酬の精査を行い、減額するものでございます。 

 ３目湛水防除費、１，５９７万２，０００円を増額し、１億３３６万３，０００円とす

るものでございます。委託料は、県営湛水防除事業の事業化に向け作成する計画策定委託

料を精査し、減額するものでございます。また、負担金、補助及び交付金は、県営湛水防

除事業の事業費に追加配分がございましたので、その事業費に対する負担金を増額するも

のでございます。 

 ページ、おめくりいただき、６２、６３ページをお願いします。 

 ４目地域用水機能増進事業費は、２２８万３，０００円を減額し、１２６万７，０００

円とするものでございます。県営の水環境整備事業において整備した中央幹線排水路の沿

いの遊歩道やポケットパーク、発生源対策設備の維持管理費で、精査により減額するもの

でございます。 

 ６款商工費、１項２目商工振興費、１３万円を減額し、９２４万円とするものでござい

ます。負担金、補助及び交付金は、商工近代化施設資金の利子補給金の精査により、減額
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するものでございます。 

 ３目観光費４７７万３，０００円を減額し、７２１万７，０００円とするものでござい

ます。委託料では、鍋田川堤桜並木の消毒や剪定などを精査により減額し、負担金、補助

及び交付金は、町観光協会補助金で、新型コロナウイルスの感染拡大している状況を鑑み、

桜まつり及びオータムフェスタの中止が決定されたことから、減額するものでございます。

その他は、木祖村との交流事業や西美濃・北伊勢観光サミット等に要する関連予算で、各

イベントの中止に伴い、減額するものでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） ページをおめくりいただきまして、６４、６５ページをお願

いいたします。 

 ７款土木費、１項１目土木総務費では、２２万９，０００円減額し、１，２５７万６，

０００円とするものでございます。建設課職員１名の給料など人件費や事務費全般を計上

している科目で、４節共済費から１３使用料及び賃借料の３つの節において、それぞれ事

業費を精査したことにより減額するものでございます。 

 ２項１目道路橋梁維持費におきましては、９８８万３，０００円増額し、補正後６，１

５４万８，０００円とするものでございます。１２節委託料においては、新加路戸地内の

町道加路戸新加路戸線舗装修繕事業に伴う調査・設計費用を、１４節工事請負費では、町

道鍋田川線の舗装修繕工事費を追加するものでございます。いずれも国の３次補正予算、

国土強靱化緊急５か年の特別措置を受けたものでございます。なお、鍋田川線舗装修繕工

事につきましては、この予算で事業を完了する予定でございます。また、橋梁維持補修費

では、橋梁３橋の修繕工事が完了したことにより、精算するものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、６６、６７ページをお願いいたします。 

 ２目道路新設改良費におきましては、２，５１８万５，０００円追加し、補正後１億３，

７６２万５，０００円とするものでございます。人事異動に伴う人件費の精査と西対海地・

和泉線において国の３次補正予算を受け、工事進捗を図るため、工事費の積算業務委託と

道路工事、改良工事を追加するものでございます。 

 ３項河川費、１目河川総務費では、１２６万４，０００円減額し、補正後５７２万９，

０００円とするものでございます。国土交通省から受託している木曽川河川堤防の除草業

務が完了したことにより精算するもので、減額の要因につきましては、新型コロナウイル

ス感染症拡大防止のため、２つの自治会におきまして作業を取りやめたことが減額の要因

となってございます。その他は説明欄記載のとおりでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ページをおめくりいただきまして、４項都市計画費、１

目都市計画総務費では、９万円を減額いたしまして、１９万８，０００円とするものでご

ざいます。都市計画審議会の開催実績に合わせまして、報酬を減額するものでございます。 
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 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） ２目都市下水路費では、４０万円減額し、補正後８０万円と

するものでございます。工事費の精査による減額でございます。 

 ３目公共下水道事業費、６５０万円減額し、２億１，１５５万円とするものでございま

す。公共下水道事業特別会計の補塡財源で、事業費の精査により減額するものでございま

す。 

 ５目公園費におきましては、２０９万４，０００円減額し、補正後８０７万４，０００

円とするものでございます。１０節需用費では、水道・電気代といった光熱水費や公園内

に設置されているトイレ等修繕費の精査による減、１２節委託料におきましては、グルー

ビーパークにおける芝生管理の維持管理業務の精査による減でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、７０ページ、７１ページをお願いいたします。 

 ５項１目住宅管理費では、１７３万７，０００円減額し、補正後４４４万７，０００円

とするものでございます。１２節委託料では、空家等対策計画作成業務委託の精算による

減でございます。また、木造耐震診断においては、３件から１件減になったことによる減

でございます。１８節負担金、補助及び交付金では、木造住宅耐震補強等事業費の皆減と

するものでございます。 

 説明は以上です。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ８款消防費、１項１目常備消防費では、２２８万２，０

００円を減額するものでございます。桑名市に委託しております消防事務委託に関する経

費で、消防本部職員及び長島木曽岬分署職員の人件費などの精査や、工事請負費の請負差

金によるものでございます。 

 ２目非常備消防費では、４１５万５，０００円を減額するものでございます。主なもの

としましては、消防団の活動に対する出動報酬の確定に伴い、報酬で２０１万円を減額し、

本年度の退職者数の確定により報償費で１４９万８，０００円を減額するもので、その他

につきましては、説明欄記載のとおりでございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、３目消防施設費では、４５万円を減額するものでご

ざいます。各分団に対して支払う機械器具保守点検委託料の精算に伴い、委託料で３４万

５，０００円を減額し、第５分団の消防車格納庫及び水防倉庫塗装工事の精算により、工

事請負費で１０万５，０００円を減額するものでございます。 

 ５目災害対策費では、２０９万６，０００円を減額するものでございます。主なものと

しましては、業務委託料、広報無線施設保守委託料及び防災行政無線デジタル化更新工事

において、それぞれ精算が完了したことに伴うものでございます。また、市町村互助会の

公益助成金として、防災行政無線デジタル化更新工事が決定を受けたことから、財源内訳

の変更を行うものでございます。その他につきましては、説明欄記載のとおりでございま

す。 
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 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ８７ページをお願いいたします。 

 １０款公債費でございます。１項１目元金では５３２万円の減額、２目利子では３１４

万円の減額、それぞれ償還額の確定によりまして、不用額を減額するものでございます。 

 続きまして、１１款１項１目予備費では、７７万５，０００円を追加計上いたしまして、

３４６万８，０００円とするものでございます。地方自治法の定める予備費でございまし

て、この補正予算の歳入歳出の均衡を図ったものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、８８ページから９１ページにかけましては、給与費

明細書を添付させていただいておりますので、後刻、御確認をお願いいたします。 

 ９２ページ、９３ページをお願いいたします。 

 債務負担行為に関する調書でございます。 

 このたびの補正予算におきまして債務負担行為の追加を受けましたので、関係します項

目の補正を行うもので、冒頭、第３表で申し上げました追加する２件の債務負担行為の支

出予定額と、その財源を示したものでございます。 

 最後に、９４ページは、地方債に関する調書でございますが、このたびの補正予算にお

きまして、地方債借入額の変更を行っておりますことから添付させていただきましたので、

後刻お目通しをお願いいたします。 

 以上で一般会計の補正予算の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発言く

ださい。 

 なお、進行上、御発言される方は、手を挙げられ、委員長の許可に基づき発言されます

よう、よろしくお願いいたします。 

○委員（鎌田鷹介君） ６９ページの７款土木費、４項都市計画費、５目の公園費の中の

都市公園管理委託料が１７４万４，０００円の大幅な減額になったんですけど、今、グル

ービーパークの維持管理と芝刈りというふうにお聞きしたんですけど、これは内容自体が

変わって減額になったんでしょうか、お聞きします。 

○建設課長（内山幸治君） まず、委託内容につきましては変わっておらず、請負差金で

ございます。内容は変わっておりません。 

 以上です。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（古村 護君） ７０、７１ページの土木費、住宅費の関係ですけれども、住宅管

理費の中で耐震診断業務、これが今年３件から２件に減額ということで聞きましたけれど

も、そもそも論なんですけれども、耐震診断、昭和５６年の６月以前に建築物の木造なり、

あるいは非木造の棟数がもし分かれば教えていただきたいと思いますけれども。 

○建設課長（内山幸治君） 申し訳ございませんが、実数までは把握しておりません。 
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 以上です。 

○委員（古村 護君） 分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんでしょうか。 

○委員（服部芙二夫君） １５ページの総務使用料の自主運行バスの使用料ですけど、４

５０万の減ということで、これはやっぱり小中学校、高校の休校が原因で、４５０万とい

う使用料が減になったというふうに理解してよろしいんでしょうか。 

 それと、６３ページの観光費の委託料のところで、鍋田川堤防管理委託料が２２５万の

減ということですが、毎年同じようなことをやっていると思うんですけど、この差額が出

たということはどういうことでしょうか。 

 以上で。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） 質問いただきました自主運行バス使用料の４５０万円の

減の理由でございますけれども、委員おっしゃるとおり、休校措置というところで高校生

の利用者の減というところもありますし、一番大きなのは新型コロナウイルス感染症の影

響で、通勤とかに使われる方、大幅にその辺で乗降者が減ったというところが原因だと思

われます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） 鍋田川の桜堤防の委託料ですけど、例年どおり消毒が年３回、

それから、剪定、伐採で、毎年行っている業務の中で、入札差金による減額でございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計補正予算（第１

号）についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策副参事（中山重徳君） 議案第５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取

得特別会計補正予算（第１号）の説明を申し上げます。 

 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町の土地取得特別会計補正予算（第１号）は、次の定め

によるところによるというものでございます。 

 第１条第１項は、既決予算額から歳入歳出それぞれ２０万円を減額し、予算の総額を２

８０万円とするものでございます。 

 第２項では、補正の区分及び金額を、第１表、歳入歳出予算補正に定めることを規定す

るものでございます。 

 １４０ページ、１４１ページの第１表、歳入歳出補正予算を御覧ください。 

 歳入では、御覧の２款２項を、また、歳出におきましても２款２項において、それぞれ

所要の補正をお願いするもので、このたび２０万円を減額し、補正後の予算額を２８０万
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円とするものでございます。 

 次に、補正予算に関する説明書によりまして、予算の内容について説明を申し上げます。 

 歳入の総括表を割愛し、１４３ページ、１４４ページの歳入事項別明細書を御覧くださ

い。 

 ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金では、前年度決算により７万円を増額し、補正後

の予算額を７万１，０００円とするものでございます。 

 ３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金では、この会計の財源の繰入金２７万円

を減額し、９万８，０００円とするものでございます。 

 歳入については、以上です。 

 続きまして、歳出でございますが、総括表は割愛いたしまして、歳出の事項別明細書、

１４７ページ、１４８ページを御覧ください。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目財産管理費、このたび管理費を不用として、委託料

７万円の減額補正をし、補正後の予算額を２７５万１，０００円とするものでございます。

予備費は１３万円を減額し、歳入歳出の調整を図ったものでございます。 

 以上が土地取得特別会計の補正予算の内容であります。 

 以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） 事務局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

 ありませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長（内山幸治君） １４９ページをお願いいたします。 

 議案第６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）でございます。 

 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによるとするものでございます。 

 第１条では、歳入歳出予算の補正として、予算の総額から歳入歳出それぞれ４５０万円

を減額し、予算の総額を６，８５０万円とすることとし、補正の区分及び金額を、第１表、

歳入歳出予算補正に定めることを規定するものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、１５０ページ、１５１ページをお願いい

たします。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございます。 
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 歳入では、１款分担金及び負担金から３款繰入金までの３つの款から、それに付随する

３つの項から、歳出は、同じく３つの款とそれに付随する３つの項から成り、既決予算額

から４５０万円を減額し、補正後６，８５０万円とするものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、事項別明細書で御説明させていただきます。 

 １５２ページの統括は割愛し、１５３、１５４ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、２項１目農業集落排水事業負担金におきましては、３１万６，

０００円を増額し、６３万２，０００円とするものでございます。新規加入者１件を追加

し、２件分とするものでございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目使用料では、２２１万７，０００円を増額し、２，９

２９万１，０００円とするものでございます。４月から１２月までの使用料収入実績から

年間の使用料収入の見込額を補正するものでございます。 

 ３款繰入金、１項１目一般会計繰入金におきましては、事業費を精査したことにより、

町一般会計からの繰入金７０３万３，０００円を減額し、３，５４２万３，０００円とす

るものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１５７、１５８ページをお願いいたします。 

 １款施設費、１項１目事務費におきましては、１３万８，０００円減額し、３４４万５，

０００円とするものでございます。事業費精査により、公課費を減額するものでございま

す。 

 ２目維持管理費、４３７万５，０００円減額し、４，７３４万円とするものでございま

す。主なものといたしましては、１０節需用費におきまして、４つの処理場と中継ポンプ

３０基分の電気代の精査による減、１２節委託料におきまして、汚泥運搬委託料における

運搬費の契約単価確定による精査による減、１４節工事請負費は、工事費精算による減で

ございます。また、１８節負担金、補助及び交付金におきましては、汚泥処理に係る桑名

広域連合への負担金確定によるものでございます。 

 ２款公債費、１項１目元金におきまして、財源として見込んでいた農業集落排水事業加

入者負担金の増額に伴い、財源更正を行うものでございます。 

 ３款１項１目予備費におきましては、この金額をもって歳出の補正額を調整するもので

ございます。 

 以上で令和２年度農業集落排水事業補正予算（第２号）でございます。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑ある方は御発言く

ださい。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 
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 次に、議案第７号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長（内山幸治君） それでは、１５９ページをお願いいたします。 

 議案第７号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）でございます。 

 令和２年度三重県桑名郡木曽岬町の公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによるとするものでございます。 

 第１条では、歳入歳出予算の補正として、予算の総額から歳入歳出それぞれ１，０００

万円を追加し、予算の総額を３億２，５００万円とするもので、第２項では、補正の区分

及び金額を、第１表、歳入歳出予算補正に定めることを規定するものでございます。 

 第２条では、翌年度へ繰り越す経費を、第２表、繰越明許費に定めるとするものでござ

います。 

 第３条では、地方債の変更を、第３表、地方債補正に定めるものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、１６０、１６１ページでございます。 

 第１表、歳入歳出予算補正でございます。 

 歳入では、５つの款とそれに付随する６つの項から、歳出では、３つの款とそれに付随

する３つの項から成り、補正予算額を１，０００万円追加し、補正後予算額を３億２，５

００万円とするものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１６２ページ、第２表、繰越明許費でございます。 

 今回２つの事業で繰り越すもので、まず、上段の塩素混和池他設計業務では、本町の総

合地震対策計画に基づき、施設の耐震補強設計を実施するもので、国の補助対象事業でご

ざいます。当初は次年度実施する予定でございましたが、他業務の精査により、本年度に

前倒して発注することが可能となったが、年度内に完了が見込めなくなったことにより、

当該費用を翌年度で繰り越すものでございます。 

 下段のマンホール等耐震補強積算業務及び耐震補強工事につきましては、国土強靱化の

緊急５か年の特別措置を受けたものでございます。 

 １６３ページ、第３表、地方債補正についてでございます。 

 今回の補正予算により対象事業を見直したところ、補正前限度額１，９６０万円に６５

０万円を追加し、２，６１０万円にするものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、事項別明細書で説明させていただきます。 

 １６４ページ、総括は割愛し、１６５、１６６ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項負担金、２目公共下水道事業加入者負担金におきましては、

１８９万６，０００円を増額し、２２１万２，０００円とするものでございます。新規加
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入者７件分でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目使用料におきましては、１１万６，０００円を増額し、

５，０６２万１，０００円とするものでございます。４月から１２月までの収入実績から

当該年度の下水道使用料見込額の精査より補正するものでございます。 

 ２項１目手数料、１万２，０００円を減額し、２万６，０００円とするものでございま

す。督促件数の精査によるもので、３２５件分でございます。 

 ４款繰入金、１項１目一般会計繰入金、６５０万円を減額し、２億１，１５５万円とす

るものでございます。本年度の事業費を精査したことにより、補塡財源である一般会計か

らの繰入金を減額するものでございます。 

 ７款１項町債、１目下水道債におきましては、６５０万円を増額し、２，６１０万円と

するものでございます。国の補正予算を受けて、対象事業を見直したものございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１６７、１６８ページでございます。 

 ８款国庫支出金、１項国庫補助金、１目公共下水道事業国庫補助金におきましては、８

００万円を増額し、２，８４０万円とするものでございます。国の３次補正予算を受けた

もので、マンホールの耐震対策等を実施するものでございます。補助率は２分の１でござ

います。 

 それでは、１７１、１７２ページまで飛んでいただきまして、お願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款施設費、１項施設管理費、１目事務費におきましては、手数料の減額に伴い、財源

更正を行うものでございます。 

 ２目維持管理費では、１，０３３万５，０００円を増額し、１億５，９４３万７，００

０円とするものでございます。主なものといたしましては、１０節では、東部クリーンセ

ンター及び中継ポンプの電気代の実績から、年間見込額を補正するものでございます。１

２節におきましては、清掃委託料については、管路清掃業務委託の精算による減、業務委

託料におきましては、マンホール等耐震補強工事の積算業務委託の追加をしてございます。

１４節では、マンホール等耐震補強工事を追加するものでございます。マンホールの耐震

対策は設置箇所により重要度を定め、特に優先順位の高い５５か所において、本年度耐震

設計を行いました。今回の補正予算では、このうち８か所について、マンホールの耐震工

事を実施する予定でございます。 

 ２款公債費では補正はございませんが、財源として見込んでいた公共下水道事業加入者

負担金の増額に伴い、財源更生を行うものでございます。 

 ３款１項１目予備費では、３３万５，０００円を増額し、１１６万１，０００円とする

ものでございます。この金額をもって歳出の補正額を調整してございます。 

 以上は令和２年度公共下水道事業補正予算（第２号）でございます。よろしくお願いい

たします。 
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○委員長（三輪一雅君） 事務局当局の説明が終わりましたので、御質疑のある方は御発

言ください。 

○委員（伊藤 守君） １７２ページの２目の維持管理費で、節の１２の清掃委託料２０

０万減になっていますね。これの、どういう意味で減になっていますか。 

○建設課長（内山幸治君） 当初どおり、請負差金でございます。 

 以上です。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 ここで休憩といたします。１０時２０分から再開といたします。 

                            午前１０時 ２分休憩   

                            午前１０時２０分再開   

○委員長（三輪一雅君） では、休憩を解き、委員会に戻します。 

 次に、議案第８号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長（内山幸治君） それでは、議案第８号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水

道事業会計補正予算（第２号）について御説明申し上げます。 

 第１条、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計の補正予算（第２号）は、次に

定めるところによるとするものでございます。 

 第２条では、収益的収支の補正予算をお示ししており、第１款水道事業収益、第１項営

業収益において、６６２万７，０００円増額し、１億５，３３２万７，０００円とし、第

３款水道事業費用、第１項営業費用において、１，６２８万２，０００円を減額し、１億

７，６０６万４，０００円とするものでございます。 

 第３条では、資本的支出の補正予算をお示ししており、第４款資本的支出、第１項建設

改良費において、２４７万７，０００円減額し、１億８，８５９万３，０００円とするも

のでございます。資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１，３２８万４，０００

円は、当該年度消費税及び地方消費税資本的収支調整額１２０万８，０００円、過年度分

損益勘定留保資金１，２０７万６，０００円で補塡するものとするというものでございま

す。 

 では、ページ、おめくりいただきまして、３ページをお願いいたします。 

 今回の補正予算に関する実施計画でございます。 

 詳細につきましては、８ページの明細書で御説明させていただきます。 

 ８ページをお願いいたします。 

 まず、最上段の収益的収支の収入でございます。 
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 収入において、１款水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益におきまして、４月か

ら１２月までの水道使用料の実績から、１年間の使用料収入の見込額を増額補正するもの

でございます。 

 それでは、真ん中の欄、支出の３款水道事業費用、１項営業費用でございます。 

 １目原水及び浄水費におきましては、変更の主なものといたしまして、３２節受水費で

は、使用料の増加に伴う県企業庁への支払い見込額が整ったことにより、増額するもので

ございます。 

 ３目受託給水工事費におきましては、消火栓の設置や取替え工事等の精査により、不用

額を減額するものでございます。 

 ４目総係費におきましては、水道事業経営戦略等の業務を業者委託する予定でございま

したが、職員による作成に切り替えたことにより、不用額を減額するものでございます。 

 次に、ページ、下段の資本的支出でございます。 

 ２目配水及び給水施設費におきまして、田代地内の管渠布設替え工事が完成したことに

より、精算減でございます。 

 戻って、５ページをお願いいたします。 

 令和２年度の事業が補正予算後どおりに執行された場合の予定損益計算書をお示してお

ります。 

 下から３行目の当該年度純利益が１６１万６，６３６円損失、赤字が発生することを示

してございます。 

 次に、６ページ、７ページをお願いいたします。 

 令和２年度末における予定貸借対照表でございます。 

 詳細は後刻目通しいただくといたしまして、７ページ、６、剰余金の（２）利益剰余金

のうち、ハ、当年度未処分利益剰余金が１６１万６，６３６円のマイナスとなり、先ほど

５ページで説明いたしました損益計算書の当年度純利益と突合することをお示ししてござ

います。 

 以上で令和２年度水道事業会計補正予算（第２号）の説明を終わります。よろしくお願

いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりましたので、御質疑がある方は御発言

ください。 

○委員（服部芙二夫君） ８ページの水道事業費用の中の総係費で、マイナス１，５７７

万４，０００円、職員が今どういう仕事か分かりませんけど、職員がやったとかという説

明だったと思うんですけど、こんな１，５００万もの、職員がどういう関係でこういうこ

とができたのか。 

○建設課長（内山幸治君） まず、この総係費の委託料１，５００万の内容でございます

が、水道事業経営戦略というものを作っていくんですが、いわゆる長寿命化計画であった



 - 24 - 

り、既存の資産を調べて、布設替えをしていくとか、そういうことを計画していったり、

それで、今後、事業経営がどうなっていくかということを示していくんですが、当初はそ

ういうことはもろもろ全部業者委託というのを考えておったんですが、よくよくいろんな

ところを精査していくと、簡易版というのが出てございまして、厚労省のほうから出てお

りまして、それを利用できること、使用することができるということを判断いたしまして、

今回はコンサル委託ではなく、それを参考にして、準用して経営戦略を作成することがで

きるということが判明したことから、業者委託ではなく直営でやるというふうに変更した

ものでございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第９号、木曽岬町犯罪被害者等支援条例の制定についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） それでは、議案第９号、木曽岬町犯罪被害者等支援条例

の制定についてでございます。 

 議案書でございますが、木曽岬町犯罪被害者等支援条例を別紙のとおり制定するものと

するというものでございます。 

 下段、提案理由でございますが、本町における犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復、

軽減及び犯罪被害者等の生活の再建に対する支援を行うとともに、犯罪被害者等を支える

社会の形成を促進することを目的として、木曽岬町犯罪被害者等支援条例を制定するもの

で、条例の制定については、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会の議決

を経る必要があることから、この議案書を提出するというものでございます。 

 ページをおめくりいただき、条例の内容でございますが、第１条では、町、町民、事業

者の責務の基本的な事項を定め、施策を総合的に推進するという条例の目的を定めるもの

です。条例が目指すものは、犯罪被害者等が受けた被害の早期の回復、または軽減及び犯

罪被害者等の生活の再建に対する支援、犯罪被害者等を支える社会の形成を促進すること

の２つとなります。 

 第２条では、条例の主要な用語について定義するもの、第３条は、次のページにかけて

ですが、基本理念で、犯罪被害者等の支援を推進するに当たっての基本となる考え方を示

すものであり、支援に関わる全ての主体が共有する規範について定めるものでございます。 

 第４条は、犯罪被害者等の支援における町の責務を定め、第５条は、社会全体で犯罪被

害者等に対する理解を深め、支援の輪を広げ、町などが実施する犯罪被害者等の支援施策

に協力をいただくといった、町民及び事業者の責務を定めるものでございます。 

 第６条の相談及び情報の提供は、支援施策のうち、犯罪被害者等からの相談及び犯罪被

害者等に対する情報の提供等に定めるもので、心身が少しでも早く回復できるよう警察や
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県の関係機関などと連携し、支援体制の構築をするといったものでございます。 

 第７条は、町として所管する各種保健・医療制度や福祉制度等を活用したサービスの提

供などの支援を定め、第８条では、犯罪被害者等の経済的負担の軽減を図るため、支援金

施策について定めるもので、なお、支援金施策の詳細については、条例施行規則で定める

こととしておりますが、遺族支援金３０万円、重症病支援金１０万円、精神療養支援金２

万５，０００円を給付するものでございます。 

 第９条では、犯罪被害者等を支える社会の形成を促進するため、地域社会における犯罪

被害者等支援に係る理解の促進を図ることを定め、第１０条では、犯罪被害者等に係る個

人情報の適切な管理を、第１１条は、支援を行わないことについて定めるもの、第１２条

では、委任について定めるものでございます。 

 最後の附則では、施行日について、令和３年４月１日から施行するものとさせていただ

いているものでございます。 

 木曽岬町犯罪被害者等支援条例の制定についての説明は以上でございます。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

 御質疑はよろしいですか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第１０号、木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除

に関する条例の一部を改正する条例の制定についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、議案第１０号、木曽岬町地域経済牽引事業の促進

のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例の制定について説明を

申し上げます。 

 木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を

改正する条例を次のとおり定めるものとするということで、下段、提案理由でございます。 

 中小企業の事業承継の促進のための中小企業における経営の承継の円滑化に関する法律

等の一部を改正する法律による地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化

に関する法律の改正に伴い、本条例について、所要の改正を行うものであります。 

 木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を

改正する条例については、地方自治法第９６条第１項第１号の規定により、議会における

議決を経る必要があるということがこの議案を提出する理由であります。 

 １枚めくっていただきまして、もう一枚めくっていただきまして、後ろの新旧対照表の

ほうで説明をさせていただきます。 
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 第１条、上から７行目の後ろのほう、地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展の

基盤強化に関する法律、改正前２５条、これにつきましては、固定資産税の課税免除に関

する規定であります。この規定が第２６条に改正されたことに伴い、関係省令の第名が法

律第２６条の地方公共団体等を定める省令に改正されましたので、本件条例の該当箇所を

改正するものであります。 

 なお、改正に当たりまして、改正箇所が漢字表記でありましたので、統一性をするとい

うことで、第２６条という数字に改正させていただきました。 

 １枚戻っていただきまして、附則、この条例は公布の日から施行するというものでござ

います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 御質疑のある方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第１５号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算についての所管部

分を議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） それでは、議案第１５号、令和３年度三重県桑名郡木曽

岬町一般会計予算の予算書のほうをお願いいたします。 

 １ページをお願いいたします。 

 議案第１５号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算ということで、令和３年

度三重県桑名郡木曽岬町の一般会計の予算は次に定めるところによるというものでござい

ます。 

 第１条では、歳入歳出予算の総額を２７億６，５００万円と定め、予算の款項の区分と

区分ごとの金額を、第１表、歳入歳出予算に定めることを規定しております。 

 第２条では、地方自治法第２３０条第１項の規定によりまして、地方債の目的と限度額

並びに方法と利率を、第２表、地方債に定めることを規定するものでございます。 

 続く、第３条では、地方自治法第２３５条の３第２項の規定によりまして、一時借入金

の借入れの最高額を３億円と定め、第４条では、地方自治法２２０条第２項ただし書の規

定によりまして、予算の流用の範囲を定めるものでございます。 

 １枚めくっていただきますと、第１表、歳入歳出予算でございます。 

 この予算の区分と区分ごとの金額を示しているものでございます。 

 歳入につきましては、２ページから４ページにわたるものでございまして、１款の町税

から２１款の町債までの２１の款とこれに付随する３９の項において、予算を編成いたし

ております。 
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 また、５ページ、６ページに記載の歳出でございます。 

 １款議会費から１１款の予備費までの１１の款とこれに付随する３０の項におきまして

予算を編成しておりまして、この予算の総額は２７億６，５００万円となっているもので

ございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債でございます。 

 この予算に計上いたしました地方債の目的は、御覧の３件でございます。 

 臨時財政対策債は、９，０００万円の地方債を発行するもので、地方交付税の減額影響

額を補塡するもので、総額が交付税算入とされるものでございます。 

 次の一般単独事業債は、町道舗装修繕工事の公共施設等適正管理事業債として、９７０

万円を借り入れるものでございます。 

 末尾の公共事業等債は、湛水防除事業の財源といたしまして、２，１１０万円を借り入

れるものでございます。 

 なお、それぞれの起債の方法、利率、償還の方法につきましては、記載のとおりでござ

います。 

 次に、事項別明細書において説明をさせていただきます。 

 総括は割愛させていただきまして、９ページから各所管課長より説明を申し上げます。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、９ページを御覧ください。 

 １款１項１目個人につきましては、予算額２億６，１００万円を計上させていただきま

した。対前年比５，７１０万円の減で、要因につきましては、新型コロナウイルス感染症

による所得の減を見込んだものであります。現年課税分については、納税者数の推計に単

価を掛けた均等割と所得の推計に基づく所得割を、滞納繰越分は、令和２年度予算から繰

り越すであろう滞納分を推計し、計上させていただきました。 

 ２目法人については、予算額４，７８５万円を計上させていただきました。対前年比６

２０万円の減で、要因は、新型コロナウイルス感染症による所得の減を見込んだものです。

予算額のうち現年課税分については、法人納税者数の推計に単価を掛けた均等割と所得の

推計に基づく法人税割を、滞納繰越分は、令和２年度予算から繰り越すであろう滞納分を

推計して計上させていただきました。 

 ２項１目固定資産税については、予算額４億８，４８０万円を計上させていただきまし

た。対前年比１，７４０万円の減となった主な要因につきましては、土地価格の緩やかな

下落などであります。現年課税分については、課税基準日である１月１日現在の土地、家

屋、償却資産のデータを基に計算した額を、滞納繰越分は、令和２年度予算から繰り越す

であろう滞納分を推計して計上させていただきました。 

 ２目固有資産等所在市町交付金につきましては、予算額１，７８３万３，０００円を計

上させていただきました。これは、木曽岬干拓地メガソーラー事業貸付地３６万３，９５
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５平米に対する交付金を受け入れるものであります。 

 ３項１目環境性能割については、予算額５８万円を計上させていただきました。この環

境性能割については、当面、県が徴収を行い市町に交付されるもので、県の試算に基づき

計上したものであります。 

 ２目種別割については、予算額１，８９２万３，０００円を計上させていただきました。

対前年比５６万７，０００円の減となった主な要因は、軽四輪・乗用自家用車両の登録台

数の減です。現年課税分については、４月１日現在の登録台数を推計し計上した額を、滞

納繰越分は、令和２年度予算から繰り越すであろう滞納分を推計して計上させていただき

ました。 

 めくっていただきまして、１１ページ、１２ページを御覧ください。 

 ４項１目市町村たばこ税については、予算額３，０６０万円を計上させていただきまし

た。対前年比１１０万円の増となった主な要因は、条例に従い１０月から税率が上がるた

めです。予算額は、過去の実績を踏まえ推計し、算出したものであります。 

 ６項１目入湯税については、予算額１５０万円を計上させていただきました。対前年比

１１１万円の増となった主な要因は、近年の実績を踏まえ推計し、計上したものでありま

す。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２款地方譲与税、１項１目地方揮発油譲与税、本年度予

算額は９００万円、前年度と比較をいたしまして、１００万１，０００円の減額となって

おります。令和元年度の決算額及び令和２年度の収入見込額から算定したものでございま

す。 

 ２項１目自動車重量譲与税、本年度予算額は２，６００万円で、前年度と同額を計上し

ております。令和２年度の収入見込額から算定をしたものでございます。 

 ３項１目森林環境譲与税、本年度予算額は５０万９，０００円で、前年度と同額を計上

いたしております。 

 ３款利子割交付金、１項１目利子割交付金、本年度予算額は８４万円、前年度と比較を

いたしまして、６６万円の減額となっております。三重県の担当者から、原資であります

利子割が平成３０年度から令和元年度にかけて急激な落ち込みを示しており、令和２年度

以降もこの状況が続くことが予想されると、このような助言を受けまして、令和２年度の

収入見込額を参考に算定したものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、４款１項１目配当割交付金、本年度予算額は４２０

万円、前年度と比較いたしまして、２０万円の減額となっております。令和２年度の収入

見込額から算定したものでございます。 

 ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金、本年度予算額は２５０万円、前年度と比較をい

たしまして、１７０万円の減額となっております。過去３年間の減少率を踏まえ、令和元
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年度の交付額及び令和２年度の収入見込額から算定したものでございます。 

 ６款１項１目法人事業税交付金、本年度予算額は９８０万円、前年度と比較をいたしま

して、７万４，０００円の減額となっております。令和２年度と同程度の収入と見込むも

のでございます。 

 ７款１項１目地方消費税交付金、本年度予算額は、一般財源分で６，６００万円、社会

保障財源分で７，０００万円を計上いたしております。どちらも令和２年度の収入見込額

から算定をしたものでございます。 

 ８款１項１目環境性能割交付金、本年度予算額は５３０万円で、前年度と同額を計上い

たしております。 

 ９款１項１目地方特例交付金、本年度予算額は３００万円、前年度と比較をいたしまし

て、１７０万円の減額となっております。令和元年度と２年度の２か年度におきまして、

自動車税の環境性能割及び軽自動車税の環境性能割の導入に伴う臨時的軽減を補塡するた

めの交付金を受けておりましたが、それが令和２年度で終了となったことから、平成３０

年度の実績相当額を基に算定したものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 １０款１項１目地方交付税、本年度予算額は８億５，０００万円、前年度に対しまして

４億８，０００万円の増額となっております。令和２年度の地方交付税は、電気事業者の

営業形態の変更から、令和元年度に５億円余の法人町民税収入があったことが影響いたし

まして、対前年比４億８，０００万円の減額と見込んでおりました。このことから、本年

度の普通交付税におきましては、令和２年度を除く直近４年間の実績から７億８，０００

万円と算定いたしました。また、特別交付税におきましては、令和２年度の収入見込額か

ら算定をしたものでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） １１款１項１目交通安全対策特別交付金では、７２万円を予

算計上してございます。交通反則金を原資に、地方公共団体へ交付されるものでございま

す。 

 以上です。 

○産業課長（多賀達人君） ページ、おめくりいただき、１７、１８ページをお願いしま

す。 

 １３款１項３目農林水産業使用料、本年度２４万４，０００円の予算を計上しました。

見入地区多目的共同利用施設の電気代、水道料、下水道使用料を地元自治会から受け入れ

るものでございます。 

 以上です。 

○建設課長（内山幸治君） ４目土木使用料、４６８万７，０００円でございます。木曽

岬町道路占用料徴収条例に基づくもので、電柱約１，２００本分を計上してございます。 
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 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ページをおめくりいただきまして、６目総務使用料、本

年度予算額は１，６２８万３，０００円で、前年度に対しまして２０３万円の減額となっ

ております。総務政策課所管分といたしまして、庁舎使用料は、創生ホールの使用料とい

たしまして、前年度と同額の２万７，０００円を計上、１つ飛ばしまして、行政財産目的

外使用料は、公共施設に設置されました電柱、電話柱、ケーブル等の占用料及び自動販売

機の設置料等で、令和２年度の収入見込額から計上するものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ２節の１，６００万円につきましては、自主運行バスの

運賃収入であり、前年度比９０％程度を見込んでおります。また、４節の１，０００円に

つきましては、防災センターの一般利用に係る使用料を受け入れる科目でございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２項１目総務手数料については、予算額２８２万３，０００

円を計上させていただきました。税務課所管といたしましては、説明欄最上段、税務諸証

明手数料として、証明手数料の受入れ予算額を、中段、督促手数料では、町税滞納に係る

督促手数料の受入れ予算額を、最下欄、コンビニ交付手数料では、うち３，６００円の受

入れの予算を計上させていただいたものでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） 住民課所管では、戸籍交付手数料から印鑑証明手数料、個人

番号カード、通知カードの再交付の手数料、コンビニ証明交付手数料について、前年度の

実績に基づき、それぞれ計上をさせていただいております。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページ、おめくりいただき、２１、２２ページをお願いしま

す。 

 ４目農林水産業手数料、本年度１万４，０００円で、農業従事者証明等の証明手数料で

ございます。 

 以上です。 

○建設課長（内山幸治君） ２３、２４ページをお願いします。 

 １４款国庫支出金、２項国庫補助金、５目土木費国庫補助金では、９１２万５，０００

円とするものでございます。道路事業費で７４０万５，０００円を、木造住宅・空き家関

連等で１７２万円でございます。まず、道路事業におきまして、西対海地・和泉線で３５

０万、補助率２分の１でございます。橋梁点検・橋梁補修事業で３９０万５，０００円、

補助率１０分の５．５でございます。木造住宅関連につきましては、耐震診断を３件分、

耐震補強等の工事については、１件を計上するものでございます。また、本年度より歳出

のほうで説明させていただきますが、空き家対策総合支援事業として１００万円を計上す
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るものでございます。 

 以上です。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ７目総務費国庫補助金、本年度予算額は１，０２２万７，

０００円を計上しております。３節の社会保障・税番号制度システム整備費補助金７２万

円につきましては、地方公共団体情報システム機構、いわゆるＪ―ＬＩＳが行う自治体中

間サーバープラットフォームの次期システムへの移行に伴う経費に対する国庫補助金で、

補助率は１００％でございます。なお、本年度で次期システムに移行することから、前年

度比１４８万８，０００円の減額となっております。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） 住民課所管では、次ページ、個人番号カード交付補助金で、

個人番号カードの交付事務に対する補助金９５０万７，０００円を受け入れるものでござ

います。 

 ３項２目総務費委託金では、本年度３３万３，０００円でございます。住民課所管では、

中長期在留者居住地届等の事務費委託金として、外国人の方の居住地の届出などに対する

人件費や物件費を受け入れるものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ３節総務費委託金１万円につきましては、説明欄に記載

のとおり、自衛官募集事務に係るものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページをおめくりいただき、２７、２８ページをお願いしま

す。 

 １５款２項３目農林水産業費県補助金、本年度２，８０５万５，０００円でございます。

１節の農業総務費補助金は、農業委員会の運営補助で、事務費交付金として１１７万９，

０００円の交付金でございます。２節農業振興費補助金は、総額で１６１万３，０００円、

その内訳が経営所得安定対策等推進事業費補助金は、地域再生協議会への事務費補助金と

して８６万３，０００円を計上し、その下、農地中間管理事業費補助金では、中間管理機

構を利用する経営転換面積を５ヘクタールと見込み、７５万円を計上したものでございま

す。補助率は１０分の１０でございます。３節の林業費補助金は、みえ森と緑の県民税市

町交付金で、平成２６年度から１期目がスタートし、令和元年度から２期目がスタートし

ているもので、森林面積や人口割を算定基礎として毎年度配分されます基本枠５３４万９，

０００円を計上しております。 

 次のページをお願いします。 

 ５節の地籍調査事業費補助金は、上和泉地区の地籍調査事業に要する県補助金で、３９

７万６，０００円を計上しており、事業費に対する補助率は４分の３でございます。６節

の多面的機能支払事業交付金は、農地の維持や資源の向上、長寿命化等、地域の共同活動
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や地域資源の適切な保全管理の推進に対する交付金で、１，５９３万８，０００円を計上

しており、補助率は４分の３でございます。 

 以上です。 

○建設課長（内山幸治君） ４目土木費県補助金、４５万円でございます。木造住宅の関

連に関する県補助金でございます。２節木造住宅耐震診断については４件分を、県補助率

４分の１でございます。木造住宅耐震補強等事業におきましては、県補助金１件分を、木

造住宅耐震補強設計についても１件分を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ５目消防費県補助金、本年度予算額は２８６万５，００

０円で、前年度に対しまして８４万３，０００円の増額となっております。地震対策緊急

促進事業補助金では、海抜ゼロメートル地帯の避難対策補助金といたしまして、平成２９

年度、平成３０年度に施行いたしました外づけ階段、防災センター等に係る防災事業債の

償還金に対する補助金額を計上するもので、令和３年度からは新たに南部地区津波避難タ

ワーに係る元金償還が始まること及び田代・小学校線避難路の整備工事に係る償還が始ま

ることにより、増額となるものでございます。 

 １５款３項１目総務費委託金、本年度予算額は１，７２０万２，０００円、前年度に対

しまして３４５万９，０００円の増額となっております。令和３年度中に執行予定の衆議

院議員通常選挙の執行経費６００万円と、移譲事務交付金といたしまして、屋外広告物や

都市計画法で定める開発行為の申請などの特例処理事務の移譲事務交付金１００万円を計

上しているものでございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２節徴税費委託金については、県税徴収事務委託金として、

個人住民税のうち県税分の徴収につき、県から事務の委託金として受け入れるものであり

ます。予算額１，０３５万円を計上させていただきました。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ページ、おめくりいただきまして、３節統計調査費委託

金、８５万２，０００円につきましては、４つの指定統計調査に係る県からの委託金であ

ります。なお、前年度は国勢調査が実施されたことに伴い、１７０万余りの減となってお

ります。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） ５目土木費委託金では、１万３，０００円でございます。建

築基準法施行事務交付金でございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １６款１項１目財産貸付収入、本年度予算額は６７８万

６，０００円、前年度に対しまして、４９万４，０００円の減額となっております。公有

財産の貸付に伴う収入でございまして、駐在所、商工会館敷地、職員駐車場利用料のほか、
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株式会社タチヤへ事業用地及び事業用建物を貸与する経費を計上したものでございます。

減額の要因でございますが、令和２年度におきましては、タチヤさんとの事業用定期借地

権契約の更新時期であったことから１３か月分を予算計上しておりましたが、令和３年度

からは１２か月分を計上することによるというものでございます。 

 以上でございます。 

○会計管理者（山田克己君） ２目の利子及び配当金では、本年度６２８万２，０００円

の計上でございます。前年度比較で７２万２，０００円の減でございます。説明欄記載の

とおり、町一般会計の１９の基金の利息を計上したものでございます。以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ３３ページ、３４ページをお願いいたします。 

 ２項１目物品売払収入は、予算の科目を置いたものでございます。 

 １７款１項１目一般寄附金、本年度予算額は５，０００万１，０００円で、前年度と同

額を計上いたしております。一般寄附金１，０００円とふるさと納税の受入れ窓口となる

ふるさと応援寄附金５，０００万円を見込むものでございます。 

 １８款１項３目土地取得特別会計繰入金、本年度予算額は２６３万１，０００円、前年

度と同額を計上いたしております。土地取得特別会計で管理をしております和富地内の福

祉・医療施設用地、合わせまして１万４，３８９平方メートルの貸付料を繰り入れるもの

でございます。 

 １８款２項２目財政調整基金、本予算で不足いたします財源を２億４，０００万円繰り

入れるもので、前年度比較いたしますと、５億５，０００万円の減額となっているもので

ございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） １１目みえ森と緑の県民税市町交付金基金繰入金、本年度８

６１万３，０００円を新たに予算計上するものでございます。令和元年に鍋田川桜並木で

確認されたクビアカツヤカミキリの防除費の財源とするため、基金を取り崩し、繰り入れ

るものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ３５ページ、３６ページをお願いいたします。 

 ４目の財産基金繰入金及び１２目ふるさと応援寄附金基金繰入金は、本年度の予算計上

はございません。 

 １９款１項１目繰越金、本年度予算額は３，０００万円で、例年同額の予算を計上して

いるものでございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２０款１項１目延滞金につきましては、町税滞納に係る延滞

金として、予算額１９０万円を計上させていただきました。 

 以上でございます。 
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○総務政策課長（小島裕紹君） ２０款２項１目町預金利子、本年度予算額は１，０００

円で、歳計現金の利子を見込むものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ２０款３項１目農林水産業費受託事業収入、本年度１２２万

３，０００円の予算計上でございます。１節の農業者年金受託収入は１２万３，０００円

で、農業者年金の事務費受託金でございます。２節の土地改良事業受託収入は１００万円

で、土地改良区の事務受託金でございます。３節の農地中間管理事業受託収入は１０万円

で、農地中間管理事業の事務受託金でございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ３７、３８ページをお願いいたします。 

 ２目総務費受託事業収入、本年度予算額は１，１００万円、前年度に対しまして１００

万円の減額となっております。木曽岬干拓地の排水機場の運転管理作業受託業務を三重県

から受け入れるものでございまして、令和２年度の収入見込額から算定したものでござい

ます。 

○建設課長（内山幸治君） ３目土木費受託事業収入では、６８４万円でございます。国

土交通省から受託している木曽川河川堤防除草等に関する費用でございます。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） ４項２目弁償金につきましては、２，０００円ということで、

計上をさせていただいております。税務課所管といたしましては、原動機付自転車標識亡

失弁償金として、予算額１，０００円を計上させていただきました。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ５目雑入では、１，０５７万１，０００円を計上してお

ります。１節団体支出金１４９万８，０００円につきましては、消防団員等公務災害補償

等共済基金からの退職消防団員への報償金でございまして、退職者数を７名として見込ん

でいるものでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ５目雑入の産業課所管分は、７項目め、ふれあい農園利用料

で、２４区画分１４万４，０００円の利用料を計上しており、４項目めの雑収入のうち、

木祖村の源流夏祭り出店による売上金２１万７，０００円とコピー代１，０００円、見入

多目的施設内にＮＴＴが公衆電話を設置されていることから、その公衆電話に係る電気代

として受け入れる２，０００円を計上しているものでございます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 同じく、雑入、総務政策課所管分でございます。地図要

覧売払代は、記載のとおり、前年度と同額、三重県市町村振興協会市町村交付金は、自治

宝くじの収益配分金といたしまして、オータムジャンボの配当金３００万円の交付金を災

害対策事業の支援財源として受け入れるもので、令和２年度と同額を計上いたしておりま
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す。 

 下から４つ目の雇用保険料は、嘱託職員、補助員の雇用保険掛金で、１１万４，０００

円をそれぞれ計上しているものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２１款町債、１項２目土木債でございます。一般単

独事業債は、本年度予算額９７０万円、町道舗装修繕工事の財源として借り入れるもので

ございます。 

 ３目の総務債、臨時財政対策債は、本年度予算額９，０００万円でございます。地方交

付税の減額影響額を補塡するもので、全ての金額が交付税算入されるものでございます。 

 ５目の農林水産業債、公共事業等債は、本年度予算額２，１１０万円、湛水防除事業の

負担金の財源として借り入れるものでございます。 

 次に、歳出予算の事項別明細を説明させていただきます。 

 ４３ページから、各所管課長より説明を申し上げます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） それでは、４３、４４ページをお願いいたします。 

 １款１項１目議会費で、本年度５，８５５万円の予算額といたしております。町議会の

運営経費で、報酬から共済費におきましては、議員８名、事務局職員２名の人件費、旅費

におきましては、研修旅費、調査旅費等、合わせて８５万４，０００円を、需用費におい

ては、印刷製本費で、年４回発行いたします議会だよりで１２１万８，０００円を見込ん

でおります。 

 ページをおめくりいただきまして、委託料では、保守委託料で、車椅子エレベーター保

守料３０万８，０００円、定例会及び委員会の会議録作成委託料で７７万円を見込んでお

ります。負担金、補助及び交付金では、町村議会議長会や北勢５町議会議長会の負担金、

次ページの政務活動費交付金を見込んでおります。その他は説明欄記載のとおりでござい

ます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２款総務費、１項１目一般管理費、本年度予算額は２億

６，４３０万８，０００円で、前年度に対しまして６，６９２万８，０００円の増額とな

っております。この科目は、行政事務全般の管理経費、共通経費などを計上しているもの

でございますが、令和３年度の予算より、ふるさと納税に関する支出経費につきましては、

一般管理費の中のふるさときそさき応援事業費として管理することとさせていただきまし

た。その関係から、昨年度まで５目の財産管理費で計上されておりましたふるさと応援寄

附金積立金を一般管理費へ科目替えを行ったことによりまして、大幅な増額となっている

ものでございます。主な内訳でございますが、報酬では、説明欄記載の会計年度任用職員

２名分の報酬及び審議会委員、固定資産評価委員の報酬を、給料から共済費までは、特別

職２名並びに総務政策課６名、危機管理課４名、会計課２名の一般職員並びに新規採用職

員の分、合わせまして１４名分の人件費のほか、宿・日直手当や互助会納付金、職員共済
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組合負担等を計上しているものでございます。 

 ページを５２ページまで飛んでいただきますと、報償費は前年度１，５００万円に対し

まして３０万円の計上で、１，４７０万円の減額となっております。先ほども説明させて

いただきましたとおり、ふるさと納税に関する経費を整理している関係でございまして、

前年度までこの科目でふるさと納税の返礼品に係る経費を計上しておりました。しかしな

がら、ポータルサイトを経由して行われる寄附に係る返礼品の必要経費は、委託料で全て

まとめて計上するようにという県のほうからの指導がありましたことから、計上予算の科

目替えを行ったことによるものでございます。需用費では、コピー紙などの事務消耗品や

予算書の印刷代、法規追録代を計上しております。続く、役務費、このうち通信運搬費は

２８万円で、対前年度比５７８万円の減額となっております。先ほどの御説明のとおり、

ふるさと納税の関係経費を委託料で取りまとめたことによる減額でございます。また、末

尾には、町が加入いたします総合賠償保険の保険料５６万７，０００円を計上いたしてお

ります。委託料には、公用車の運転委託をはじめ、４行目の業務委託料、こちらのほうで

ふるさと納税の事務運営委託料、取りまとめを行いまして、３，６４６万８，０００円、

公会計の財務書類作成委託料３０８万円に加えまして、行政手続における書面規制、押印

廃止、対面規制を行うのに必要な例規等の整備支援業務３６３万円を新たに計上、また、

地方公務員の定年延長に伴います例規整備の支援業務１４３万円、合わせまして４，４６

５万２，０００円を計上いたしております。また、入札参加資格登録共同化委託料といた

しまして８８万５，０００円、対前年度比で５１万７，０００円の増額となっております。

令和３年度におきましては、通常の更新作業に加えまして、令和４年度から令和７年度ま

での名簿の新規更新作業に伴う追加作業が必要となることから、増額となっているもので

ございます。 

 ５３ページ、５４ページをお願いいたします。 

 使用料及び賃借料では、コピー使用料のほか、例規システム、給与システムの使用料な

ど、合わせて２８５万８，０００円を計上しております。負担金、補助及び交付金では、

本年度予算額１１２万２，０００円を計上しております。県・町村会負担金や各種協会へ

の負担金、三重テレビ・ＦＭ三重放送助成金のほか、入札参加資格共同事務負担金などを

計上しておりますが、令和３年度におきましては、入札参加資格者名簿の新規更新作業に

伴いまして、追加業務が発生しておりますので、前年度と比べまして同額となっているも

のでございます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） ５５、５６ページ、２目の文書広報費では、本年度３７

０万５，０００円の予算額といたしております。この科目におきましては、町広報紙、広

報きそさきの作成費を計上しており、需用費では、町広報紙、毎月２，２００部の印刷製

本費代、また、委託料では、シルバー人材センターによる配布委託料として９万４，００

０円を計上しております。その他、説明欄に記載のとおりでございます。 
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 以上でございます。 

○会計管理者（山田克己君） 次に、４目の会計管理費では、本年度予算額６３万５，０

００円、前年度比較１８万５，０００円の減でございます。需用費、役務費におきまして、

町一般会計の決算書や町の封筒の印刷代及び公金の振替手数料などを計上したものでござ

います。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ５６ページの上段、１つ飛ばしてしまいまして、一般管

理費の２４節の積立金でございます。５，０１３万円を計上いたしております。冒頭で説

明をさせていただきました、昨年度で５目の財産管理費で計上されていたものを一般管理

費へ科目替えを行ったものでございます。申し訳ありませんでした。 

 下段でございます。５目の財産管理費でございます。本年度４，６４３万３，０００円

を計上するもので、前年に比べまして、５，０４７万９，０００円の減額でございます。

この科目では、町が保有いたします財産及び物品の維持管理に要する経費を計上いたして

おります。このたびの減額の要因は、先ほども説明させていただきましたとおり、ふるさ

ときそさき応援寄附金基金積立金を一般管理費へ科目替えを行ったことによるものでござ

います。主な内訳でございます。需用費では、庁舎の消耗品や電気代、空調設備と公用車

の燃料費や庁舎修繕料を計上いたしております。役務費では、電話代、火災保険料、車検

手数料を計上いたしております。 

 ページをおめくりいただきまして、５７、５８ページをお願いいたします。 

 保守委託料は、庁舎管理に係る自家発や空調設備、自動扉や消防用設備など、各種附帯

設備の保守業務に要する費用を計上いたしております。庁舎管理委託料は、庁舎の一般廃

棄物処理費、樹木剪定、除草作業のほか、庁舎環境衛生管理業務２０２万９，０００円、

庁舎の日常及び定期清掃業務の委託費７７８万７，０００円などでございます。使用料は、

公用車のリース代金のほか、デマンド監視装置使用料を計上いたしております。備品購入

費は、職員が使用いたしますＰＨＳ端末の故障時の入替え用に１０台を購入するための経

費を計上、積立金の総額は５８８万３，０００円で、保有する基金の利息を積み立てるも

のでございます。詳細につきましては、説明欄記載のとおりでございます。続く、繰出金

は、土地取得特別会計への保有財産管理費の繰出金を３６万８，０００円で計上いたして

いるものでございます。 

 ６目の企画費でございます。本年度予算額８１４万４，０００円で、前年度に比べまし

て、７７５万２，０００円の減額でございます。この科目では、町の特定課題の対策や総

合企画業務、各課の事業調整に要する経費を計上いたしております。主なものは、報酬で

まちづくりプロジェクト審議会委員の報酬のほか、５９、６０ページに記載でございます

委託料で、令和２年におきましては、地方創生事業第１期を検証し、第２期計画策定業務

委託や国土強靱化地域計画策定委託料などを計上いたしておりましたが、令和３年度はそ
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れらを全て皆減するとともに、新たにＰＲ動画の制作委託料９９万円を計上いたしている

ものでございます。負担金、補助及び交付金は、負担金といたしまして、桑名・員弁広域

連合分担金２４９万１，０００円のほか、説明欄記載の各種団体への負担金を、また、交

付金といたしまして、町内の自治会活動を活性化するために創設いたしました地域まちづ

くり交付金に４００万円を計上いたしているものでございます。 

 ７目の木曽岬干拓事業推進費、本年度予算額は１，２３７万９，０００円、前年度に比

べまして５１万２，０００円の減額でございます。この科目には、木曽岬干拓地の土地利

用、保全管理に要する経費を計上いたしておりますが、減額の要因は、委託料におきまし

て、木曽岬干拓排水機の運転管理業務を町土地改良区へ委託する費用におきまして、令和

２年度の実績に合わせたことによるものでございます。なお、この委託料は、三重県から

の受託事務として採択するものでございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ６１ページ、６２ページをお願いします。 

 ９目消費者行政費では、本年度９万４，０００円でございます。この科目では、消費者

行政に係る啓発費用を計上しております。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） １０目諸費、本年度予算額は３８２万３，０００円、前

年度に比べまして３０万５，０００円の減額となっております。この科目では、区長会、

行政相談、公平委員会などの経費を計上いたしているものでございます。主な経費といた

しまして、報償費におきまして、行政調査員の報償、いわゆる区長報酬等を計上し、負担

金、補助及び交付金では、関係機関への負担金などを計上しているものでございます。そ

の他につきましては、説明欄記載のとおりでございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ６３ページ、６４ページをお願いいたします。 

 １２目高度情報処理対策費につきましては、６，６１０万円を計上しております。この

科目では、総合行政情報処理等に係る経費を計上しており、システムの保守委託料や使用

料、備品購入費及び各種負担金などであります。主なものとしましては、委託料では、住

民情報系及び内部情報系それぞれのシステムやネットワーク機器の保守に対する経費や町

ホームページのサポート料など３，９５１万５，０００円を計上しており、使用料及び賃

借料では、住民情報系及び内部情報系システムの使用料やメール配信サービス、子育てワ

ンストップサービスに係る平年経費など、２，０３８万７，０００円を計上しております。

負担金、補助及び交付金では、中間サーバーを利用するための経費として、地方公共団体

情報システム機構、いわゆるＪ―ＬＩＳへ支払うこととされている交付金２８１万５，０

００円を計上しております。 

 続く、１３目交通安全対策につきましては、８３万５，０００円を計上しております。

交通安全の啓発活動に関する経費で、その他につきましては、説明欄記載のとおりでござ

います。 
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 ページ、おめくりいただき、１４目自主運行バス運行事業費につきましては、４，６７

１万４，０００円、本年度から新たな債務負担行為により３か年の運転管理業務委託を契

約することに伴い、前年度比２９８万８，０００円の増額予算となっております。この科

目では、自主運行バス事業の運行経費を計上しており、運転管理委託料３，８００万円や、

令和２年度から通常運行に使用しているリース車両３台の車借上料７８４万１，０００円

が主なものとなっており、その他につきましては、説明欄記載のとおりでございます。 

 １６目防犯対策費につきましては、１，３３８万５，０００円、前年度比１５７万６，

０００円の減額となっており、主な要因は、地域ＢＷＡを活用した子ども・高齢者見守り

システムに係る経費を、前年度については、サービス開始前であったことから概算見込み

により計上しておりましたが、本年度につきましては、実績ベースで計上したことによる

ものでございます。この科目では、年末夜警に要する消防団への出動報酬や安全灯の修繕

及び電気代、地域防犯活動団体への補助金など、防犯関係の経費を計上しており、地域Ｂ

ＷＡを活用した子ども・高齢者見守りシステムに係る経費につきましても、光熱水費では

センサー９１か所分の電気代３０万３，０００円を、通信運搬費では回線通信料１８５万

１，０００円を、また、使用料では、小学生児童が利用するビーコン、いわゆる発信機の

利用料など３８３万９，０００円をそれぞれの科目で計上しております。その他につきま

しては、説明欄記載のとおりでございます。 

 ページ、おめくりいただき、１８目地域ＢＷＡ事業費につきましては、７１９万４，０

００円を計上しております。負担金、補助及び交付金で、町内に４か所設置されている基

地局の維持管理経費相当分の運用負担金７１９万４，０００円でございます。 

 以上でございます。 

○税務課長（藤井光利君） ２項１目税務総務費につきましては、予算額４，６２０万４，

０００円を計上させていただきました。主なものは、会計年度任用職員１名分と職員５名

分の人件費であります。その他は説明欄記載のとおりであります。 

 続きまして、７１ページを御覧ください。 

 ２目賦課徴収費につきましては、町税の賦課徴収に係る事務経費を計上したものであり

まして、予算額３，２２７万７，０００円を計上させていただきました。主なものは、１

２節委託料において、固定資産税の賦課に係る地番図や家屋図等の修正業務や町税に係る

電算事務の委託料であります。その他は説明欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○住民課長（伊藤正典君） ページをおめくりいただきまして、７３、７４ページをお願

いいたします。 

 ３項１目戸籍住民基本台帳費では、本年度２，９４８万５，０００円でございます。こ

の科目では、戸籍や住民基本台帳などの業務や個人番号カードの交付事務に係る経費など

を計上しております。主なものでございますが、ページをめくっていただきまして、委託
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料では、作業委託料のうちマイナンバーカードの海外利用に向けた戸籍の附票と性別、生

年月日を整合するための経費に６６万円、業務委託料では、マイナンバーカードの申請・

交付事務の派遣職員２１９万円を新たに計上するほか、各種電算のシステムの保守及びサ

ポート料、システム使用料を計上しており、その他は説明欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ７７ページ、７８ページをお願いいたします。 

 ４項選挙費、１目選挙管理委員会費では、本年度予算額７３万９，０００円、前年度と

比較をいたしまして、２万５，０００円の減額となっております。この科目は、選挙管理

委員会の運営に要する経費を計上いたしておりまして、選挙管理委員会委員４名の報酬、

年４回行います定時登録の電算委託費用などを計上いたしております。 

 続く、２目選挙啓発費では、選挙制度の啓発・普及活動費といたしまして、２万４，０

００円を計上いたしております。 

 ３目の衆議院議員選挙費では、令和３年度中に執行が予定されております衆議院議員選

挙の経費といたしまして、５９２万６，０００円を計上いたしているものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、７９、８０ページをお願いいたします。 

 ５目の町長・町議会議員選挙費では、令和３年４月に執行予定の町長・町議会議員選挙

の経費といたしまして、１，３３９万２，０００円を計上しているものでございます。 

 以上でございます。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ページ、おめくりいただき、８１、８２ページをお願い

いたします。 

 ５項統計調査費、２目指定統計調査費につきましては、８５万８，０００円で、説明欄

に記載の４つの指定統計調査に要する経費を計上しております。なお、前年度は国勢調査

が実施されたことから、１７７万９，０００円の減額予算となっております。 

 以上でございます。 

○議会事務局長（平松孝浩君） ６項１目監査委員費では、本年度４５３万７，０００円

の予算額といたしております。この目では、監査委員２名の報酬のほか、例月出納検査、

決算審査、定期監査等に要する経費及び監査委員研修における旅費、また、ページをおめ

くりいただき、委託料では、監査事務補助業務など、人材派遣会社に委託する経費を計上

しております。その他は説明欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○産業課長（多賀達人君） ページ、おめくりいただき、１２９、１３０ページをお願い

します。 

 ５款１項１目農業委員会費、本年度予算額２１４万６，０００円で、前年に比べ２４万

７，０００円の増額でございます。この科目は、農業委員会の運営経費を計上したもので、

１節の報酬では、農業委員会委員９名、農地利用最適化推進委員５名の委員報酬を計上し
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ており、増額の要因は、委託料で、本年度より本格運用を開始します全国農地ナビの操作

について、電話サポート支援を予算計上したことによるものでございます。その他、説明

欄記載のとおりでございます。 

 ページをおめくりいただき、１３１、１３２ページの２目農業総務費は、本年度予算額

２，５６２万７，０００円で、前年に比べ７２４万８，０００円の減額でございます。こ

の科目は、農業行政全般に係る共通経費を計上したもので、職員３名分の人件費と共通事

務費を計上しております。主な減額要因は、職員の人件費が昨年の人事異動により見直さ

れたことと、１３４ページの２４節積立金で、昨年度予算では、みえ森と緑の県民税市町

交付金が基金積立金として計上されておりましたが、本年度は、鍋田川桜並木のクビアカ

ツヤカミキリ対策の財源として全額を充当することから、減額予算となっているものでご

ざいます。その他は説明欄記載のとおりでございます。 

 ３目農業振興費は、本年度予算額３８１万円で、前年に比べ９６万３，０００円の減額

でございます。この科目は、農業振興のための普及事業や農地の利用集積に係る費用を計

上しております。主な減額要因は、当初予算が骨格予算であることから、各農業団体への

補助金のうち、７月以降が決算の団体への補助金を計上していないことと、農地中間管理

事業の経営転換協力金について、農地中間管理機構への集積面積を近年の実績から見込み

昨年度より減としたことから、減額予算となっております。３節職員手当から１３６ペー

ジの１３節使用料及び賃借料までは、説明欄記載の例年必要となる予算を計上しておりま

す。負担金、補助及び交付金では、各農業団体への補助金を各団体とも前年度と同額を計

上しており、下から３項目めの認定農業者特別融資制度資金補給金では、近代化資金９件

分、経営基盤強化資金２件分の利子補給を計上しております。また、経営所得安定対策等

推進事業補助金８６万３，０００円は、地域農業再生協議会で行う経営所得安定対策や米

の需給調整等の推進に要する事務的経費の補助金を計上したもので、農地中間管理事業費

補助金７５万円は、農地中間管理機構を利用し農地を預けた場合の経営転換協力金で、５

ヘクタール分を近年の実績から見込み、計上したものでございます。その他、説明欄記載

のとおりでございます。 

 ページをおめくりいただき、１３７、１３８ページの４目需給調整推進対策事業費は、

本年度予算額６４２万６，０００円で、前年に比べ４６３万６，０００円の減額でござい

ます。この科目は、米の需給調整や農地の集積、集約の推進に係る町単独事業の経費を計

上しております。主な減額要因は、昨年度の予算には全国農地ナビの整備に伴う新たな水

田情報システムの導入に要する経費が計上されていたことから、減額予算となっているも

のでございます。負担金、補助及び交付金は、需給調整推進対策補助金４０１万５，００

０円で、麦や加工用米等の需給調整に対する補助金で、農地集積・集約化支援補助金２３

９万７，０００円は、町内農地の集積率を向上させるため、農地の集積、集約に対し補助

を行うものでございます。その他、説明欄記載のとおりでございます。 
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 ５目農業者年金費は、本年度予算額５万５，０００円で、前年度と同額でございます。

農業者年金の普及啓発に係るリーフレットの作成費や郵送代など、農業者年金に係る事務

的経費を計上したものでございます。 

 ６目地域農政推進対策事業費は、本年度予算額１２万５，０００円で、前年に比べ１０

万８，０００円の減額でございます。この科目は、地域農政の推進に要する経費を計上し

たもので、主な減額要因は、全国農地ナビへの本格運用に伴い、既存の農地情報システム

の保守料や機器使用料が減額となっているものでございます。その他、説明欄記載のとお

りでございます。 

 以上です。 

○建設課長（内山幸治君） ７目農業集落排水事業費４，１００万円でございます。農業

集落排水事業特別会計の補塡財源でございます。公債費償還のピークは過ぎていることか

ら、記載の金額のとおり、大幅な減額となっているところでございます。 

 以上です。 

○産業課長（多賀達人君） 最下段の産業文化祭費は、当初予算が骨格予算であることか

ら、ふれあい広場実行委員会への補助金を計上していないことによるものでございます。 

 ページ、おめくりいただき、１３９、１４０ページをお願いします。 

 ２項１目農地総務費は、本年度予算額１，５１０万６，０００円で、前年に比べ３６１

万１，０００円の増額でございます。この科目は、農地行政全般に係る共通経費を計上し

たもので、主に職員２名分の人件費と関係機関の負担金等でございます。主な増額要因は、

職員の人件費が昨年の人事異動により見直されたことによるものでございます。その他、

説明欄記載のとおりでございます。 

 ページ、おめくりいただき、１４１、１４２ページをお願いします。 

 ２目土地改良費では、本年度予算額３，０７０万９，０００円で、前年に比べ５８５万

５，０００円の増額でございます。この科目では、多面的機能支払事業や地籍調査事業に

要する費用を計上したもので、主な増額要因は、多面的機能支払事業負担金及び地籍調査

委託料の増によるものでございます。委託料の地籍調査事業委託料は１，１７３万３，０

００円で、この内訳は、地籍調査事業が８７４万１，０００円で、上和泉地区を計画して

おり、認証事務は２９９万２，０００円で、上和泉地区の令和２年度調査分を計画してい

るものでございます。また、負担金、補助及び交付金は、多面的機能支払事業費負担金１，

７６５万円で、町内１６地区と１組織で取り組んでおります農地の維持、向上に係る本年

度の必要となる事業費で、各地区の令和３年度に必要となる事業費を昨年１２月に取りま

とめているものでございます。その他、説明欄記載のとおりでございます。 

 ３目湛水防除費では、本年度予算額４，３４２万５，０００円で、前年に比べ１，４６

３万６，０００円の減額でございます。この科目、県営湛水防除事業に要する経費や排水

機維持管理補助に要する経費等を計上しており、主な減額要因は、県営湛水防除事業で進
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めている川先排水機場改修工事の負担金の減によるものでございます。役務費は、排水機

場の集中管理システムの専用回線通信料、委託料では、昨年より進めています近江島排水

機場と中央幹線排水路の県営湛水防除事業の事業化に向けた事業計画策定に必要な受益地

の地番特定作業に要する経費と、川先排水機場の工事に伴い町として必要な既設排水機場

の電気設備等の改修に伴う実施設計業務の経費を計上しており、１４４ページの負担金、

補助及び交付金は、県営湛水防除事業負担金木曽川２期で、川先排水機場改修工事の町負

担分２，４２０万５，０００円で、排水機場の排水ポンプ設置、除塵機設備集中管理シス

テム改修等の工事費となります。その下、木曽岬町土地改良区への排水機場維持管理補助

金１，５５０万円で、昨年度と同額を計上しております。 

 ４目地域用水機能増進事業費では、本年度予算額３６９万円で、前年に比べ１４万円の

増額でございます。この科目、水環境整備事業で整備したポケットパーク、遊歩道などの

維持管理経費を計上しており、需用費の光熱水費では、発生源対策用ポンプの電気代、委

託料では、中央幹線排水路沿いの遊歩道やポケットパーク３か所の除草、樹木の剪定等、

維持管理経費でございます。 

 ３項１目水産業振興費では、本年度予算額１１６万３，０００円で、前年に比べ３万円

の減額でございます。この科目、水産業振興のための予算で、負担金、補助及び交付金で、

漁業協同組合と養鰻組合の補助金でございます。 

 ページをおめくりいただき、１４５、１４６ページをお願いします。 

 ６款１項２目商工振興費では、予算現額４３９万円で、前年に比べ１万円の増額でござ

います。商工会運営補助金は昨年と同額で、商工近代化施設資金補助金では、中小企業制

度資金１０件分、生活衛生改善１件分の利子補給を実績から見込み、計上しております。 

 ３目観光費では、本年度予算額２，３２５万３，０００円で、前年に比べ１，１２６万

３，０００円の増額でございます。この科目、町の観光資源であります鍋田川堤桜並木の

消毒や剪定・伐採作業のほか、町観光協会への補助金、また、木曽川の最上流の木祖村と

の交流事業に必要な予算を計上しており、主な増額要因は、委託料で、令和元年に鍋田川

桜並木で確認されたクビアカツヤカミキリの防除に係る業務委託を新たに計上したことに

よるものでございます。委託料では、鍋田川桜堤防管理委託料は、桜並木の消毒、剪定、

伐採、清掃、処分などに要する業務委託のほか、クビアカツヤカミキリの防除に係る業務

委託として、全木を対象に被害状況や防除状況などを個体ごとに把握し、以後の防除・管

理作業に活用するための樹木医による管理台帳の作成、防除剤の樹幹注入、幼虫活動期で

ある７月から９月の定期的な巡視などに対する経費を計上しています。また、使用料及び

賃借料の車借上料や通行料、原材料費は、木祖村との交流事業に要する経費を計上してお

り、１４８ページの負担金、補助及び交付金では、説明欄最下段の町観光協会補助金で、

昨年と同額を予算計上しているものでございます。 

 以上でございます。 
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○建設課長（内山幸治君） ７款土木費、１項１目土木総務費では、１，２７９万９，０

００円とするものでございます。職員１名分の給与の人件費などのほか、１４９、１５０

ページをお願いいたします。１０節需用費では積算図書の購入、１１節役務費では、公用

車の保険料等、１３節使用料及び賃貸借料では、積算システム２ライセンス分の使用料な

ど、また、１７節では、積算システム用のプリンター購入を見込んでおります。現在使用

しているものが使用困難ということで、新たに購入費を見込むものでございます。１８節

負担金、補助及び交付金では、記載の各種団体の負担金を計上するものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１５１、１５２をお願いいたします。 

 ２項１目道路橋梁維持費では、３，９１３万９，０００円でございます。道路、橋梁に

係る点検なども含めた維持修繕費用などの全般の科目でございます。主なものといたしま

しては、１２節委託料では、測量設計業務委託料として、橋梁３５橋分の法定点検と３橋

の橋梁修繕設計費用を、道路等管理作業委託料として、町道鍋田川線の路面清掃業務や道

路除草、街路樹の剪定など、道路管理に必要な費用を計上してございます。１４節工事請

負費では、修繕工事として、防護柵、カーブミラー等の交通安全施設の修繕費用を、舗装

修繕工事として、三崎地内の川西幹線及び和富地内の富田子富島線、これは歩道部でござ

いますが、舗装修繕工事を見込んでおります。なお、鍋田川線舗装修繕工事をさきの補正

予算に対応したことなどにより、工事請負費において、前年度と比べ２，４００万円強の

減額となり、当科目の減額要因となってございます。 

 あと、１８節負担金、補助及び交付金では、県道に設置されている照明灯９３基の電気

代相当分を地元自治会へ補助している費用でございます。 

 ２目道路新設改良費では、１，７８６万４，０００円でございます。新たに道路を整備

する費用のほか、建設課職員２名分の給与など人件費、事務費を計上してございます。 

 １５３ページをお願いいたします。 

 工事請負として、西対海地・和泉線道路改良工事に係る費用を計上してございます。ま

た、こちらも田代・小学校線が本年度完了することにより、前年度から８，２９０万円の

減額となってございます。これがこの科目の減額の主な要因でございます。 

 ３項１目河川総務費、７０９万９，０００円でございます。委託料では、木曽川河川堤

防、面積約７万２，０００平方メートルの除草費用等を計上しているものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、１５５ページ、１５６ページでございます。 

 負担金、補助及び交付金では、説明欄記載の２つの同盟会の負担金を計上するものでご

ざいます。 

 以上です。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ４項１目都市計画総務費でございます。本年度予算額は

２８万８，０００円で、前年度と同額でございます。都市計画審議会委員１５名分の報酬

のほか、負担金、補助及び交付金では、木曽三川公園建設促進期成同盟会負担金などを計
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上しているものでございます。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） ２目都市下水路費、１００万円でございます。都市下水路の

除草・清掃作業や維持修繕等に係る費用を計上するものでございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、３目公共下水道事業費、２億５５０万円とするもの

でございます。公共下水道事業特別会計への補塡財源でございます。減額の要因としまし

ては、公債費の償還金額の減と、歳入におきまして、下水道債等、対象の事業等によるも

のでございます。 

 ５目公園費におきまして、１，００１万７，０００円でございます。需用費では、児童

公園の水道、下水道、電気代などの光熱水費を、委託料では、グルービーパークの日常管

理や芝刈り等、都市公園管理委託料や児童公園の除草、樹木の剪定、遊具の点検等に要す

る費用でございます。 

 ５項住宅費、１目住宅管理費におきましては、３７０万円でございます。住宅関係の事

務費で、減額の主な要因といたしましては、空家等対策計画作成業務が完成したことによ

るものでございます。１節報酬では、空き家等対策協議会委員報酬、５人１回分を計上し

てございます。この報酬につきましては、特定空家と協議、認定をしなければならない事

態を想定して計上するものでございます。 

 １５９ページにおきまして、１８節負担金、補助及び交付金では、説明欄記載の木造住

宅の耐震工事、補強設計等に係る補助金をそれぞれ計上するものでございます。なお、空

き家対策総合支援事業補助金は、空き家等の建物の改築に要する費用の一部を補助するも

のでございます。こちらにつきましては、本年度より新たに計上するもので、国、町、所

有者あるいは空き家への移住者でございます、それぞれが３分の１ずつ負担するものでご

ざいます。従前につきましては、県の事業で空き家リノベーション事業というのがござい

ましたが、令和２年度に廃止になったということから、こちらのほうに変更するものでご

ざいます。なお、こちらについては、従前は県外からのものでございましたが、今回、町

外からの移住者に対して対象が広がっているものでございます。 

 以上です。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） ８款消防費、１項１目非常備消防費につきましては、１

億３３３万９，０００円で、桑名市に消防事務を委託するための経費などを計上している

科目でございます。前年度比１，１７４万２，０００円の増額となった主な要因としては、

長島木曽岬分署において、水槽付消防ポンプ車を更新することによるものでございます。 

 ページをおめくりいただき、２目非常備消防費につきましては、１，１０１万２，００

０円を計上し、前年度比１６７万円の減額でございます。減額の主な要因は、前年度にお

いて、新基準の消防団の活動服の購入が完了したものでございます。この科目では、消防

団の活動経費を計上しており、例年同様、説明欄記載のとおりの項目に対する支出の予算
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を計上しているものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、３目消防施設費につきましては、３７８万６，００

０円を計上しております。本年度は骨格予算であることから、消防車格納庫の塗装工事費

用の計上を見送り、２０５万円の減額となっております。この科目では、消火栓や消防団

用資機材といった消防施設の整備・維持管理費などに要する経費で、内容につきましては、

説明欄記載のとおりでございます。 

 ４目水防費につきましては、８４万６，０００円を計上しております。水防活動に要す

る経費で、加路戸水防倉庫の電気代や、翌年度に延期となりました木曽三川連合総合水防

演習に木曽岬町水防団として参加するための費用などが主なものでございます。前年度比

４６８万１，０００円の減額となっている要因は、危機管理課で所管する公用車の購入が

完了したことによるものでございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、５目災害対策費につきましては、１，４１１万７，

０００円を計上し、前年度比４，４２１万９，０００円と減額となっております。減額の

主な要因は、防災行政無線移動系の更新工事が完了したことによるものでございます。こ

の科目では、災害予防・災害対策に要する経費を計上しており、主なものとしましては、

報酬から旅費までの科目で、平成２８年度から配置している防災指導員に係る報酬、社会

保険料、各種手当や災害時における時間外手当などを計上し、需用費では、現状不足して

いる簡易トイレ等、排便袋などの防災備蓄品の購入経費９８万５，０００円や、消費期限

を迎える災害用非常食の更新経費２３９万２，０００円など、４４０万５，０００円を計

上しております。役務費では、各種回線・電波使用料１６万４，０００円や火災保険、各

種啓発チラシの折り込み手数料などを、委託料では、例年計上している防災センターの保

守点検業務などの作業委託料１２４万１，０００円や防災行政無線設備の保守委託料１３

５万３，０００円を計上しております。使用料及び賃借料では、例年計上している通行料

で、電柱共架料のほか、次ページになりますが、地域ＢＷＡを活用した指定避難所９か所

のＷｉ－Ｆｉの使用料３５万７，０００円を計上しております。工事請負費では、戸別受

信機のアンテナ取付工事費を計上し、負担金、補助及び交付金では、例年計上している各

種協議会への負担金及び町民の防災対策に対する補助金を計上しているものでございます。

その他につきましては、説明欄記載のとおりでございます。 

 以上でございます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） ２０５ページまで飛んでいただきたいと思います。 

 １０款公債費、１項１目元金では、本年度予算額２億２，０７８万１，０００円、前年

度対比で８００万３，０００円の増額でございます。６５件分の起債元金の償還金を計上

したものでございます。 

 ２目の利子では、本年度１，２０８万２，０００円で、前年度に比べますと２５８万７，

０００円の減額となっております。こちらも町債６５件分の起債利子及び一時借入金の償
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還金を計上しているものでございます。 

 １１款１項１目予備費は、本年度６２６万４，０００円とするもので、地方自治法第２

１７条に規定する予備費でございます。 

 事項別明細の説明は以上でございます。 

 附属資料といたしまして、給与費明細書を添付いたしております。１が特別職、２が一

般職で、２１０ページまで関係資料が添付されております。 

 続く、２１１ページから２１４ページまでが債務負担行為の支出予定額等に関する調書

で、これまで債務負担行為を御承認いただいております事業の一覧表となっているもので

ございます。 

 ２１５ページは、地方債に関する調書でございます。この予算のとおり令和２年度の借

入れを行いますと、年度末の地方債現在高は３２億２，５４１万５，０００円になる見込

みで示しているものでございます。 

 最後でございます。２１６ページに平成２８年度から新たに規定されました、引上げ分

の地方消費税交付金、社会保障財源化分の社会保障４経費等の経費充当の調書を添付させ

ていただいておりますので、後刻お目通しをお願いいたします。 

 以上が令和３年度の木曽岬町一般会計予算の説明でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。 

 ここでお昼の休憩を取りたいと思います。早めに進んでいただいておりますので、１時

１５分に再開いたしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

                            午前１１時３９分休憩   

                            午後 １時１５分再開   

○委員長（三輪一雅君） では、休憩を解き、委員会に戻します。 

 先ほど議案第１５号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算について（所管部

分）を事務当局のほうから説明がございました。それにつきまして、御質疑のある方は御

発言願いたいと思います。 

○委員（古村 護君） 歳入関係、１１ページです。１款町税、４項の市町村たばこ税、

１目市町村たばこ税、これについて、今年１０月より税率が上がることを要因として増額

というふうに説明があったかと思いますけれども、その反面で、今回補正のほうでは減じ

ている部分があって、要は何が聞きたいかというと、増える要因として、先ほどのもある

としたとして、その反面で、これを機会にやめたりする方がみえるのかなと思って、そう

いったところの相殺はされておるのかなというのをお聞きしたいというのが１点です。 

 それから、同じく、６項の入湯税関係、入湯税についても補正のほうで上半期の徴収実

績により増額されたというお話をお聞きしました。その要因が何なのか、僕は分かってい

ないところはありますけれども、例えばそれ以前の３年間はどんな状況だったのか、もし
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御承知であればお聞かせをいただきたいと思っています。 

 それと、もう一点、３３ページ、１８款繰入金、２項の基金繰入金、２目の財政調整基

金繰入金で、今年度２億４，０００万円の繰入れが計上されておりますけれども、今回の

当初予算に関して言えば、骨格的予算としてお聞きしておりますので、その中で主に組立

ては経常経費が主かなと思うんですけれども、その中でなおかつ取崩しが２億４，０００

万されていて、それが今後、例えば６月のときに増額の補正が出てくると思うんですけれ

ども、令和２年のやつを見たときに、特例定額給付金というのはたしか令和２年のときに

はあって、これが６億ぐらいあったんですよね。それを差引きしていろいろ勘案していく

と、全体のパイとしては３６億ぐらいになるのかなとした場合に、今回の２７億と３６億

を差し引いた場合、９億なり８億の数字が出てくるもんですから、それを仮に２分の１と

した場合に、やはり３億から４億のまた基金繰入れが必要になってくるのか、その辺もあ

ってお聞きしたいんですけれども、よろしくお願いします。 

○税務課長（藤井光利君） それでは、たばこ税の件ですので、１１ページ、１２ページ

を御覧ください。 

 この件につきましては、確かにおっしゃるとおりの面もあるかもしれませんが、今回の

算定に当たっては、過去４年間の実数の平均というか、実績を踏まえて予算は計上をさせ

ていただきました。 

 それで、実際、また今回の３月の補正の令和２年度にあったように、徴収実績というか、

実績が低ければまた来年度同時期に落とさせていただくことはあるかもしれませんけど、

過去４年の数字を見るとこのような形の予算計上になるのかというふうな形で、今回上げ

させていただいたということです。 

 続きまして、入湯税につきましてですけれども、入湯税につきましては、徴収実績が過

去低かったというのもあるんですけど、３１年度、令和元年の徴収実績が１３３万円とい

う形がありましたので、そのようなことと、あと、令和２年度のことも踏まえて、そうい

うものを対比しながら令和３年度の予算はつくらせてもらったということであります。 

 以上でございます。 

○副町長（森 清秀君） 御質問いただいた基金繰入金のお話でございますけれども、こ

のたび予算を御覧になっていただくと、前年度と比較しまして５億５，０００万ほどの差

異が出てございます。委員御指摘のとおりに、今年度の予算につきましては骨格予算でご

ざいますので、できるだけ財源に余裕を持った予算が組まれておろうはずなんですが、御

覧のような様相で、２億４，０００万円の基金を崩しておるというような実情でございま

して、迎える６月の補正予算に当たっては、新たな財源確保も早々にというわけにもいき

ませんので、限られている財調なりの予算を取り崩しながらの補正予算というようなこと

を考えてございます。 

 特に去年はメガソーラー株式会社が販売権を譲渡したことによりまして税収が著しく入
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りましたので、それを受けての交付税が随分変動して、それを補塡するための財政調整基

金の投入を行っておりまして、少し去年がイレギュラーというふうに考えていただいて、

今年は落ち着いた体制の中ではやりたいと思うんですが、しょせん財源が厳しいというこ

とに変わりございませんので、御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○委員（古村 護君） ありがとうございました。 

○委員長（三輪一雅君） よろしいですか。 

 ほかに御意見ございますか。 

○委員（伊藤 守君） ２０ページの１３款の総務手数料の中の督促手数料は何件分かと

いうことと、あと、１６０ページの１８節の空き家対策補助金というのがありますけれど

も、空き家は一体何件あるか、分かりましたらでいいんですけど。 

 以上です。 

○税務課長（藤井光利君） ２０ページの督促手数料でございますが、件数としましては、

８０円で割れば１，４００件ほどになるわけなんですけど、これについては過去の３年の

実績に基づいて金額をベースに考えたということなので、件数で想定したというよりは、

収入金額で想定したというふうに御理解いただければいいと思います。 

 以上でございます。 

○建設課長（内山幸治君） 空き家の件数でございますが、令和元年度に空き家実態調査

をいたしまして、その中で所有者にアンケート調査までして、私のところは空き家ですよ

という回答があったのは４４件でございます。 

 以上です。 

○委員長（三輪一雅君） よろしいですか。 

 ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（服部芙二夫君） ２８ページの農林水産業費補助金で、農業振興費補助金で、農

地中間管理事業補助金が５ヘクタールと見込むというような説明を聞いたんですけど、現

状、毎年のように減って、中間が思ったより増えてこないということで、だんだん減って

いる状況で、どのぐらいまだ見込んで、５ヘクタールの、実際その予算の組立て自体が無

理なところがあるような気がするんですけど、それだけまだ集積も中間管理機構にお任せ

する農家の人がみえるのか、そこのところ、もし分かったらお願いしたいと思います。 

 それと、６６ページの自主運行バス事業費のところで、委託料のところで、管理委託料

３，８００万、これって３年計画か何かで委託先ですけど、これで今の会社、事業委託し

ているところが、前って３年置きに入札して結果報告があったような気がするんですけど、

最近、今の事業所になってからあまり聞いたことはないような気がするんですけど、その

点どうでしょうかね。 

 それと、もう一点、６８ページ、ＢＷＡ事業費の１８節の負担金及び補助で、ＢＷＡ事
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業費として７９４万の予算が出ていますが、年内の維持管理費と思っていいのか、どうい

う関係の負担金なんでしょうか、お聞きしたいと思います。 

○産業課長（多賀達人君） まず、中間管理機構の話ですけど、中間管理機構制度が始ま

ってから実績を申しますと、平成２９年が２．５ヘクタール、３０年度が１ヘクタールで、

令和元年、２年というのはゼロになっています。ただ、これで集積率がそのまま上がって

いないのかというと、集積率については、平成２９年度が５１％、その後、平成３０年、

５３％、平成３１年は５７％、令和２年は６１％、今年の直近でいうと６７％です。 

 中間管理機構の集積は伸びていないんですけど、利用権設定という、いわゆる昔からや

られているやり方で集積される方がほとんどです。一応、窓口に来たりとか、農家組合長

会議なんかでも中間管理機構制度と両方の集積の仕方があるということで説明させてもら

うんですけど、皆さん、選ばれるのはやっぱり利用権設定を選ばれるということが多いで

す。 

 以上です。 

○危機管理課長（伊藤雅人君） まず、１つ目めの自主運行バス事業費の運転管理委託料

の３，８００万円でございますけれども、今の現契約が平成３０年度から令和２年度まで

の３か年の契約であります。先般の１２月の定例会で承認いただきました債務負担行為の

限度額１億１，４００万円でございますけれども、また、これの年割で３，８００万円を

令和３年度の予算として計上させていただいたものでございます。 

 先般、令和３年４月１日から３か年の入札を行いまして、業者につきましては今と同じ

セントラルサービスが落札しました。これで３か年分の契約額が固まりましたので、また

しかるべきなところで、補正予算で３，８００万円というのをまた３か年分で割って補正

させていただくということになろうかと思います。また、令和４年度以降は、現契約の中

での予算計上ということになろうかと考えております。 

 それから、２点目の６７ページの地域ＢＷＡ事業費の関係負担金でございますけれども、

委員お見込みのとおりで、町内４か所に設置されている基地局の維持管理経費相当分の部

分の運用の負担金でございます。 

 よく入札結果で議会のほうに報告させてもらう案件なんですけれども、種類が工事請負

費は議会のほうに入札結果を報告させていただいているというのが現状でございまして、

今回の場合は委託契約ですので、その辺の報告は割愛させていただいております。 

 以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

○委員（服部芙二夫君） １３８ページの１８節の負担金、補助及び交付金のところで、

農地集積・集約化支援補助金って２３９万、１反って、１０アールというふうに言うたら

ええのか、何区画と言うたほうがええのか分かりませんけど、１反辺りというのか、１０

アール当たりどのぐらいの補助金になっていくのか。区画で言うたほうがええのか、これ
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はどういうふうや分かりませんけど。 

○産業課長（多賀達人君） 一応１０アール当たりなので１反当たりですね。１反当たり

で１万５，０００円、それ以外に、農地を集約して作業効率を上げるための農地の交換を

した場合で、担い手さん、地権者さん、それぞれ１反当たり１万円。それから、地区で人・

農地プラン作成に取り組まれた場合に、集落に対して１集落当たり２万円、戸数、集落で

取り組まれますので、１農家当たり、１戸当たり５００円、それから、面積に応じて１反

当たり６００円というので、農地集積・集約化支援事業補助金ということで予算を組ませ

ていただきます。 

○委員（服部芙二夫君） そうすると、今年というのか、この予算の中には、面積的には

どのぐらいの面積が、それに何件ぐらいの農家の方がこれの対象になっているんですか。 

○産業課長（多賀達人君） 何件という予算の組み方じゃなくてヘクタール、一応最初に

言った１万５，０００円については１０ヘクタール、それから、あと、農地の交換につい

ては４ヘクタール、人・農地プラン作成については２集落、それから、５００円の１戸当

たりの農家数に対してのものについては３０件、それから、人・農地プランを作成された

場合の地区に対する面積当たりの交付金については６００円で、それは７ヘクタール分を

見込んでいます。 

○委員長（三輪一雅君） ほかに御質疑ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第１９号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算について

を議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策副参事（中山重徳君） ３１６ページを御覧ください。 

 議案第１９号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算を説明申し上げ

ます。 

 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町の土地取得特別会計の予算は、次に定めるところによ

るというものでございます。 

 第１条第１項では、この会計の予算を歳入歳出それぞれ３００万円と定めるものでござ

います。 

 第２項では、予算の区分及び金額を、第１表、歳入歳出予算に定めることを規定するも

のでございます。 

 おめくりいただきまして、第１表、歳入歳出予算でございます。 

 この会計の予算区分と区分ごとの金額を示したものでございます。 

 歳入は、１款の諸収入から４款の財産収入までの４款と、これに付随した４項において

歳入予算を編成したものでございます。 
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 歳出は、１款の総務費と２款の予備費で編成し、予算の総額は３００万円でございます。 

 歳入の予算総括を割愛し、３２０ページ、３２１ページの事項別明細書を御覧ください。 

 １款諸収入、１項町預金利子、１目町預金利子では、１，０００円を計上しております。

当会計の歳計現金預金利子を見込んでおります。 

 ２款繰越金、１項繰越金、１目繰越金では、１，０００円を計上しており、前年度繰越

金を見込んでおります。 

 ３款繰入金、１項繰入金、１目一般会計繰入金では、３６万８，０００円を計上してお

ります。当会計が保有する土地の管理費及び事務に要する経費の財源を一般会計から受け

入れるものでございます。 

 ４款財産収入、２項財産運用収入、１目財産貸付収入では、２６３万円を見込んでおり

ます。当会計が管理しております和富地内の土地の貸付に伴う収入でございます。 

 続いて、歳出でございます。 

 予算総括を割愛し、３２４、３２５ページの事項別明細書を御覧ください。 

 この会計の保有する土地２万４，９９１平方メートルに対する管理費を計上いたしまし

た。 

 １款総務費、１項総務管理費、１目財産管理費では、除草費用等のほか、歳入に計上さ

れました和富地内の土地貸与による財産貸付収入を一般会計へ繰り出す予算措置を講じて

おります。 

 ２款の予備費では、地方自治法に規定するもので、歳入歳出の均衡を図ったものでござ

います。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。御質疑のある方は御発言くだ

さい。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第２０号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計予算

についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長（内山幸治君） それでは、３２６ページを御覧ください。 

 議案第２０号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計予算につい

て御説明申し上げます。 

 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町の農業集落排水事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによるとするものでございます。 

 第１条では、予算総額を７，６００万円と定め、款項の区分ごとの金額を、第１表、歳

入歳出予算によるとするものでございます。 
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 第２条では、地方債の起債の規定を第２表に定め、第３条では、一時借入金の限度額を

２，０００万円とし、第４条では、予算流用の規定を定めるものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、３２７、３２８ページを御覧ください。 

 第１表、歳入歳出予算でございます。 

 歳入につきましては、６つの款とそれに付随する７つの項から、また、歳出におきまし

ては、３款３項で予算編成をしてございます。予算総額は７，６００万円で、前年度当初

予算の７，４００万円から２００万円の増額予算となってございます。 

 それでは、ページをおめくりいただき、３２９ページをお願いいたします。 

 第２表、地方債でございます。 

 農業集落排水事業債として、限度額を６５０万円とし、起債の方法、利率、償還の方法

をお示ししてでございます。 

 それでは、事項別明細書にて御説明申し上げますので、３３１、３３２ページをお願い

いたします。 

 歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、２項負担金、１目農業集落排水事業負担金、３１万６，０００

円、新規加入者１件分でございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目使用料では、２，７１７万４，０００円でございます。

おおむね前年と同額の収入を見込んでございます。 

 ２項１目手数料、９，０００円でございます。未納者に対する督促手数料で、１２０件

分でございます。 

 ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、本年度４，１００万円でございます。本特別

会計の補塡財源で、一般会計から繰り入れるものでございます。前年度から４６０万円減

となってございます。 

 ６款１項１目繰越金、本年度１００万円、前年度からの繰越金でございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、３３３、３３４ページを御覧ください。 

 ７款諸収入、１項１目町預金利子では、歳計現金の預金利子１，０００円を計上したも

のでございます。 

 ８款町債、１項１目町下水道債では、６５０万円を計上してございます。当事業会計に

おいて、令和６年度より公営企業会計への移行を予定しております。その移行業務のため

の財源措置でございます。 

 それでは、ページを、３３７、３３８ページまでお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款施設費、１項施設管理費、１目事務費、１，０２５万円でございます。農業集落排

水事業に係る事務的経費を計上するものございます。主な内訳は、会計年度任用職員１名

分の人件費、下水道使用料の賦課徴収に係る経費でございます。業務の委託料として、令
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和６年度から企業会計へ移行のために必要な資産及び工事関係資料の収集や整備、決算書

の整備などの費用を計上したもので、これが前年度からの増額要因でございます。そのほ

かは説明欄記載のとおりでございます。 

 ２目維持管理費、５，３８７万２，０００円でございます。農業集落排水４処理区の管

路、処理場における運転経費といった維持管理費を計上してございます。主な内容でござ

いますが、事業費では、４つの処理場や３０基分の中継ポンプの電気代や水道使用料とい

った光熱水費を、役務費では、処理場の年１回の水質検査手数料や災害共済保険料、委託

料では、ページをおめくりいただきまして、処理場から排出する汚泥の運搬費、４処理場

の保守点検や日常管理の管理業務の委託費を計上してございます。この委託は令和３年度

から３か年の契約を予定しているもので、前年度に比べ約３００万の増額となっておりま

す。これが当科目の増額要因となります。工事請負費でございますが、管路や処理場の修

繕工事費で、過年度の実績等を考慮して、前年度１００万円減の２４０万円とするもので

ございます。負担金、補助及び交付金では、汚泥の処分費として、搬出先である桑名・員

弁広域連合への汚泥処理負担金として費用を計上するものでございます。その他は説明欄

記載のとおりでございます。 

 ２款１項公債費、１目元金、２目利子、合わせて本年度１，１２４万８，０００円でご

ざいます。償還のピークを過ぎており、前年度から５８６万８，０００円の減額となって

ございます。 

 ページをおめくりいただきまして、３款１項１目予備費でございます。本年度予算額６

３万円でございます。予算外の支出や予算超過の支出に充てるものでございます。 

 こちらまでが事項別明細書となります。 

 ページをおめくりいただき、３４３ページです。給与明細書で、本会計で支弁する人件

費の明細をお示ししたものでございます。 

 さらに、ページをおめくりいただきまして、３４４、３４５ページでございますが、債

務負担行為の予定調書です。これは令和３年度から令和５年度までの３か年契約の４処理

区の維持管理業務委託における予定額をお示ししたものでございます。 

 さらにもう一枚めくっていただき、３４６ページでございます。 

 本会計で借り入れる地方債の調書となってございます。金額は記載のとおりでございま

す。 

 以上、令和３年度農業集落排水事業特別会計予算でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。御質疑のある方は御発言くだ

さい。 

 ありませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第２１号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計予算に

ついてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長（内山幸治君） それでは、３４７ページをお願いいたします。 

 議案第２１号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計予算について

でございます。 

 令和３年度三重県桑名郡木曽岬町の公共下水道事業特別会計の予算は、次に定めるとこ

ろによるとするものでございます。 

 第１条では、予算総額を３億６００万円と定め、第２項では、款項の区分ごとの金額を、

第１表、歳入歳出予算に定めるものでございます。 

 第２条では、債務負担行為の規定を、第２表、債務負担行為に、第３条では、地方債の

規定を、第３表、地方債に、第４条では、一時借入金の限度額を５，０００万円とし、第

５条では、予算流用の規定をそれぞれ定めたものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、３４８、３４９ページ、第１表、歳入歳

出予算でございます。 

 歳入は、７つの款と付随する８つの項から、また、歳出については３款３項による予算

編成となってございます。予算総額は３億６００万円で、前年度に比べて６００万円の減

額となってございます。 

 ページ、おめくりいただきまして、３５０ページ、第２表、債務負担行為でございます。 

 令和３年度から令和４年度までの２か年で東部クリーンセンター管理・汚泥棟の耐震補

強工事の予定をお示ししたものでございます。 

 ３５１ページ、第３表、地方債でございます。公共下水道事業債、限度額２，７４０万

円とし、起債の方法、利率、償還の方法を示したものでございます。 

 それでは、事項別明細書で御説明を申し上げますので、３５３、３５４ページをお願い

いたします。 

 まず、歳入でございます。 

 １款分担金及び負担金、１項負担金、２目公共下水道事業加入者負担金、３１万６，０

００円、新規加入者１件分を見込んだものでございます。 

 ２款使用料及び手数料、１項１目使用料においては、５，０５４万５，０００円でござ

います。前年度とほぼ同額の予算となってございます。 

 ２項１目手数料は、督促手数料４８０件分で、３万８，０００円を見込んでございます。 

 ３款国庫支出金、１項１目公共下水道事業補助金は、２，０２０万円でございます。東

部クリーンセンター管理・汚泥棟補強工事、脱水機の詳細設計に充当する国の補助金でご

ざいます。補助率は２分の１から１０分の５．５となってございます。 
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 ５款繰入金、１項１目一般会計繰入金は、２億５５０万円でございます。本特別会計の

補塡財源として、一般会計から繰り入れるものでございます。前年度に比べて１，３６０

万４，０００円の減となっております。減額の要因につきましては、地方債対象事業が増

え、公債費償還額が減少したことによるものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、６款１項１目繰越金では、本年度予算額２００万円

とするもので、前年と同額でございます。 

 ７款諸収入、１項１目町預金利子、１，０００円でございます。歳計現金の預金利子で

ございます。 

 ８款町債、１項１目下水道債、２，７４０万円でございます。東部クリーンセンター管

理・汚泥棟耐震補強工事、脱水機の詳細設計及び公営企業会計移行のための委託料に係る

経費として、新たに借り入れるものでございます。 

 歳入は以上となります。 

 それでは、３５９、３６０ページまでお願いいたします。 

 歳出でございます。 

 １款施設費、１項施設管理費、１目事務費では、本年度予算額１，８４５万２，０００

円とするものでございます。公共下水道事業に係る人件費や事務的経費を支出しているも

のでございます。２節から４節は職員１名分の人件費を、１２節委託料では、令和６年度

から企業会計移行のために必要な資産及び工事関連資料の収集や整備、決算書の整備など

の費用を計上し、これが前年度からの増額の要因でございます。その他は説明欄記載のと

おりでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２目維持管理費、１億４，２７２万８，０００円で

ございます。公共下水道施設の維持管理や運転経費などを計上してございます。主な支出

といたしまして、１０節需用費では、処理場中継ポンプ３４基の電気代といった光熱水費

を、１２節委託料では、清掃委託料は、町内の管路を８年から１０年の割合で管路清掃を

実施するように計画しており、昨年度９キロ、本年度４キロということで、事業費がおお

むね半減したものでございます。また、業務委託料では、東部クリーンセンターの管理・

汚泥棟耐震補強工事委託、脱水機の詳細設計費用を見込み、下から２つ目、日常管理業務

委託料として、東部クリーンセンターの運転操作などの費用を、汚泥処理委託料は、汚泥

の処分費と藤原町地内の処分場までの運搬費用を、ページをおめくりいただきまして、１

４節工事請負費では、管路や処理場の補修費や定期的に実施しております機器のオーバー

ホール費用を計上したものでございます。 

 ２款１項公債費では、１目元金、２目利子、合わせて１億４，３６７万円でございます。

前年度と比べると９３７万８，０００円の減でございます。地方債３８件分でございます。 

 ページをおめくりいただきまして、３款１項１目予備費では、本年度予算額１１５万円

でございます。予算外の支出や予算超過の支出に充てるためのものでございます。 
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 事項別明細書の説明については、以上でございます。 

 ３６７ページから３７０ページまでは、給与費の明細書を添付してございます。本会計

で支弁する人件費の明細をお示ししたものでございます。 

 ３７１、３７２ページにつきましては、債務負担行為に関する調書でございます。上段

につきましては、東部クリーンセンター維持管理業務委託で、令和３年度から令和５年度

までの３か年の処理場の維持管理業務委託に関する事項、下段につきましては、東部地区

クリーンセンター管理・汚泥棟耐震補強工事で、令和３年度から４年度の２か年の建設行

為に関する事項をお示ししたものでございます。 

 ページ、おめくりいただき、３７３ページでございますが、本会計で借り入れている地

方債の調書でございます。内容は記載のとおりで、令和３年度末の現在高見込額は４億９，

７５３万１，０００円になる予定であることを示してございます。 

 令和３年度公共下水道事業特別会計の予算の説明については、以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。御質疑のある方は御発言くだ

さい。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第２２号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算についてを議

題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○建設課長（内山幸治君） それでは、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予

算について御説明申し上げます。 

 議案第２２号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算についてでございま

す。 

 第１条、令和３年度の三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計の予算は、次に定めるところ

によるとするものでございます。 

 第２条では、業務の予定量をお示ししており、給水戸数は、対前年度比１７戸増の２，

４９０戸、年間配水量は９４万立方メートルで、前年度１万立方メートルの減を見込んで

おります。１日当たりに換算すると２，５７５立方メートルでございます。 

 ４、主な建設改良事業としまして、下藤里・西対海地地内の２か所で予定している老朽

管の布設替え工事をお示ししてございます。 

 第３条では、収益的収入及び支出を、第４条では、資本的収入及び支出をそれぞれ記載

してございます。詳細につきましては、１９ページからの実施計画明細書で御説明いたし

ますので、１９ページをお願いいたします。 

 １９ページ、実施計画明細書、収益的収入及び支出でございます。 
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 まず、収入でございますが、１款水道事業収益、５億８，３１６万円を見込んでおりま

す。主なものとして、１項営業収益では、１目給水収益、１節水道料金で、１億６，１１

５万９，０００円を見込んでおります。前年度比０．９％の減でございます。見込みの有

収水量は８７万６，０００トンで、対前年度１万トンの減を想定してございます。 

 ３目その他営業収益、手数料では、検査、休止、復帰等の各種手数料を計上してござい

ます。そのほかは記載のとおりでございます。 

 ２項営業外収益では、４億２，１７６万１，０００円を計上してございます。 

 ３目受託工事収益では、木曽岬干拓地までの送水管及び分水施設の建設工事に係る費用

を三重県から受託するもので、４億１，８６３万１，０００円を見込んでおります。なお、

この受託事業については本年度完了となり、遅くても令和４年４月１日には分水施設が稼

働できるよう工事を進めているところでございます。その他は記載のとおりでございます。 

 ページをめくっていただき、２０ページをお願いいたします。 

 ３款水道事業費用では、５億８，９９８万４，０００円を見込み、１項営業費用１億７，

０５０万５，０００円は主たる営業活動に要する費用で、１目原水及び浄水費は１億２，

９２６万９，０００円を計上してございます。主なものは、３２節受水費で、三重県企業

庁へ支払う９４万トン分の使用料でございます。前年度から１万トンの減でございます。 

 ２目配水及び給水費は、５７４万４，０００円を計上、この科目では、町内の配水管な

どの維持、補修に係る費用を支出してございます。２１節修繕費は漏水修繕費を、２９節

工事請負費として、計量法の規定に基づく量水器の取替工事、３７６件分を計上してござ

います。 

 ４目総係費は、１，２９９万９，０００円を見込み、事業活動全般に関連する事務的経

費を支出しており、職員１名分の人件費や会計システムの使用料、委託料では会計システ

ムの保守業務、２１ページ、水道メーターの検針員２名分などを計上してございます。 

 ５目減価償却費では、２，２１６万６，０００円を計上、この会計が保有する有形固定

資産に係る当年度に償却を予定する減価償却費でございます。 

 ６目資産減耗費は、２４万円でございます。令和３年度布設替えを計画している配水管

などの未償却残高の除却予定額となってございます。 

 ７目その他営業費用、８万７，０００円でございます。メーターボックスを売却した原

価相当額でございます。 

 ２項営業外費用は、４億１，８８７万９，０００円でございます。 

 ３目受託工事費において、委託料４億１，７３７万９，０００円を計上し、木曽岬干拓

地までの送水管の布設工事及び干拓地内の分水施設工事を県企業庁へ委託するものでござ

います。 

 ５目消費税で、１５０万でございます。 

 ３項特別損失では、過年度損益修正損１０万円を、４項予備費では、予算外の支出、ま
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たは予算超過の支出に充てるための費用として、５０万円を計上したものでございます。 

 ページをおめくりいただきまして、２２ページ、資本的収入及び支出の明細でございま

す。 

 まず、収入でございます。 

 ２款資本的収入、２項１目負担金で、５億３，９３４万３，０００円、新規８件分の加

入者負担金と、町管理となる木曽岬干拓地の配水タンク、配水ポンプの建設に係る費用で

ございます。原資は三重県からの負担金でございます。 

 次に、支出でございます。 

 ４款資本的支出、１項建設改良費、５億５，２６７万１，０００円を計上しております。 

 ２目配水及び給水施設費では、主なものとして、１８節、５億３，５９２万１，０００

円を計上し、木曽岬干拓地内の配水タンク及び配水ポンプ施設等の工事を県企業庁へ委託

する費用でございます。２９節工事費では、老朽管更新計画に基づき下藤里地内、西対海

地地内で合計約５３０メートル分の工事費を計上したものでございます。 

 ３目固定資産購入費では、量水器の購入費用として、取替え分３７６個、新規加入分７

個、計３８５個分を計上したものでございます。 

 以上が令和３年度の収益的収入及び資本的収入及び支出予算の内容でございます。 

 それでは、１ページにお戻りください。 

 第４条、条文の括弧書きの部分を御覧ください。 

 予算の内容については、先ほど明細書で説明したとおりですが、資本的収支は収入額と

支出額に対し、１，３３２万８，０００円不足してございます。これについて、当年度分

消費税及び地方消費税資本的収支調整額１２１万２，０００円と過年度分損益勘定留保資

金１，２１１万６，０００円で補塡する計画である旨を記載したものでございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、第５条では、予定支出の各項の経費の金

額の流用に関する事項を、第６条では、議会の議決を得なければ流用することのできない

経費に関する事項を、第７条では、棚卸資産の購入限度額をお示ししてございます。 

 それでは、７ページ、令和３年度の予定キャッシュフロー計算書を御覧ください。 

 当該年度における現金の増減を業務活動、投資活動、財務活動に区分して表した計算書

でございます。現金の獲得や支払い能力、資金に関する財務情報を表してございます。下

から３行目、資金の増減額を記載しており、令和３年度末に資金が９６万８，９５２円増

加し、資金期末残高が９億３，８４４万２，４４２円となることを示してございます。 

 ページをめくっていただき、８ページから１０ページにつきましては、担当職員１名分

の給与明細書でございます。 

 １１ページから１３ページにおきましては、令和２年度末の予定損益計算書、予定貸借

対照表で、令和２年度補正予算に添付した資料と同じでございますので、説明は割愛させ

ていただきます。 
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 １４ページ、令和３年度の予定損益計算書でございます。令和３年度末時点における１

年間の営業成績を見込むもので、令和３年度の予算が計画どおりの収入、支出となります

と、下から３行目、当年度純利益が８０３万５，６３６円の損失になることをお示しして

ございます。また、その下、前年度からの繰越損失を含めますと、当年度未処分利益剰余

金はマイナスの９６５万２，２７２円になることをお示ししてございます。 

 それでは、ページをおめくりいただきまして、１６ページ、１７ページでございます。 

 予定貸借対照表です。 

 財政状況を明らかにするため、この会計が保有する全ての資産、負債及び資本を総括的

に表したもので、通称バランスシートと呼ばれるものでございます。詳細については後刻

お目通しいただくとして、１７ページ、６、剰余金の（２）利益剰余金、ハ、当年度未処

分利益剰余金が先ほど説明しました１４ページ一番下の当年度未処分利益剰余金と一致し

ているということを御確認ください。 

 これで令和３年度水道事業会計予算の説明は終了させていただきます。よろしくお願い

いたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。御質疑のある方は御発言くだ

さい。 

 ございませんか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） では、御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 次に、議案第２３号、木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題といたします。 

 事務局に説明を求めます。 

○総務政策課長（小島裕紹君） 議案第２３号、木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一

部を改正する条例の制定についてでございます。 

 木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条例を次のとおり定めるものとす

るというものでございます。 

 下段、提案理由でございます。 

 教育振興並びに創造性豊かな触れ合い文化のまちの形成に寄与することを目的に設置さ

れた同基金へ新たな寄附を受けたため、これに基づく木曽岬町夢とふれあい教育基金条例

の一部を改正するについては、地方自治法第９６条第１項第１号により、議会の議決を経

る必要がある。これがこの議案を提出する理由であるというものでございます。 

 改正内容につきましては、新旧対照表で説明させていただきますので、ページを２枚は

ねていただきまして、新旧対照表をお願いいたします。 

 このたび、株式会社アイ・エヌ・ジー様より同基金に対しまして１００万円の指定寄附

を受けましたので、別表に加え、同基金の合計額を６，２１０万円とするものでございま
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す。 

 １枚戻っていただきまして、条例本文でございます。 

 附則でございますが、この条例は公布の日から施行するというものでございます。 

 以上、木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条例の制定についての説明

とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○委員長（三輪一雅君） 事務当局の説明が終わりました。御質疑のある方は御発言くだ

さい。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終わります。 

 これまで個別に審議し質疑をいただいて進めてきましたが、最後に、これまで議題とい

たしました全ての議案について、再度御質疑がございましたら御発言願います。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御質疑もないようですので、質疑を終結したいと思いますが、

御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認め、質疑を終結します。 

 質疑も出尽くしたと思いますので、これより討論、採決に入ります。 

 それでは、議案第１号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計補正予算（第９号）

についての所管部分で、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第１号に原案のとおり賛成の方は挙手をお願いします。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） ありがとうございます。挙手全員です。よって、議案第１号の

所管部分は原案のとおり可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第５号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計補正予算（第１

号）について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第５号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第５号は原案のとおり可決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、議案第６号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第６号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員でございます。よって、議案第６号は原案のとおり可

決することに決定いたしました。 

 次に、議案第７号、令和２年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第７号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第７号は原案のとおり可決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、議案第８号、令和２年度三重県桑名木曽岬町水道事業会計補正予算（第２号）に

ついて、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 
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          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第８号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第８号は原案のとおり可決するこ

とに決定しました。 

 次に、議案第９号、木曽岬町犯罪被害者等支援条例の制定について、討論があります方

は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第９号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第９号は原案のとおり可決するこ

とに決定いたしました。 

 次に、議案第１０号、木曽岬町地域経済牽引事業の促進のための固定資産税の課税免除

に関する条例の一部を改正する条例の制定について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第１０号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第１０号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第１５号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計予算についての所管部

分で、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討
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論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第１５号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第１５号の所管部分は原案のとお

り可決することに決定いたしました。 

 次に、議案第１９号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町土地取得特別会計予算について、

討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第１９号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第１９号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第２０号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町農業集落排水事業特別会計予算

について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第２０号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第２０号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第２１号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町公共下水道事業特別会計予算に

ついて、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと見て、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第２１号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第２１号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第２２号、令和３年度三重県桑名郡木曽岬町水道事業会計予算について、討

論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第２２号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第２２号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 次に、議案第２３号、木曽岬町夢とふれあい教育基金条例の一部を改正する条例の制定

について、討論があります方は御発言ください。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 特に討論がないようですので、討論者なしと認め、これにて討

論を終わります。御異議ございませんか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 異議なしと認めます。よって、討論を終わります。 

 これより議案採決に入ります。 

 議案第２３号に原案のとおり賛成の方は挙手願います。 

          〔賛成者挙手〕 

○委員長（三輪一雅君） 挙手全員です。よって、議案第２３号は原案のとおり可決する

ことに決定いたしました。 

 ここでお諮りいたします。 

 委員会報告書の作成及び本会議で当委員会での議論並びに決定事項に係る委員会報告を
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致すことを、私、委員長に一任していただくことで御異議ございませんでしょうか。 

          〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） ありがとうございます。異議なしの声がございましたので、私

が委員会報告書の作成並びに委員会報告をさせていただきます。 

 これで、本委員会に付託されました１３議案の審査を終わらせていただきます。 

 次に、その他の事項に移ります。 

 本委員会の所管事項等で何かございましたら、御発言願います。 

 なしでよろしいですか。 

          〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（三輪一雅君） 御発言もないようですので、これにて本日の議事を全て終了い

たします。 

 これをもちまして、本日の総務建設常任委員会を閉会いたします。 

                            午後 ２時１３分閉会   
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